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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

（2）教育プログラム掲載団体等一覧

主な対象
未
就
学
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

（企業名・団体名等略　五十音順）

頁 教育プログラム名 団　体　名　等
あ あ
24 ロボット＆プログラム体験教室 ○ アイエックス・ナレッジ株式会社
25 ドーム映像でいのち・宇宙を感じ、考える ○ ○ ○ ○ ○ 株式会社アイカム
26 すべての子どもに話す力を！　Ｗ hy not speak up! ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一般社団法人　アルバ・エデュ
27 赤ちゃん先生クラス ○ ○ ○ 一般社団法人育児キャリアアップ推進機構
28 未来実現 IT 教室「未来につながる IT の仕事」 ○ 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
29 お仕事発見ゲーム「ジョブ・エクスプローラーズ」 ○ ○ ES デザイン株式会社
30『南極くらぶ』～＜南極をもっと知ろう＞～ ○ ○ ○ NEC ネッツエスアイ株式会社

31 分身ロボット OriHime（オリヒメ）を通じて
さまざまな社会課題を考える ○ ○ ○ 株式会社オリィ研究所

か か
32 財政教育プログラム ○ ○ ○ ○ 関東財務局　東京財務事務所
33 キッコーマンしょうゆ塾 ○ キッコーマン株式会社
34 株の力 ○ ○ 株式会社教育と探求社
35 自立した消費者となるために～キャッシュレスの上手な使い方～ ○ ○ 株式会社　クレディセゾン
36 防犯力を育もう！「ぼうはん☆パワーアップ教室」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ Go! Go!! 市民防犯推進プロジェクト
さ さ
37 ボランティア活動を考える ○ ○ ○ ○ 認定ＮＰＯ法人さわやか青少年センター

38 児童向け 社会性・自立心育成プログラム
～一歩ちゃんと学ぶ　しゃかいのしあわせ　アドベンチャー～ ○ ○ 〇 〇 一般社団法人しごとの一歩

39 子ども料理科学教室 ○ ○ ○ NPO 法人市民科学研究室
40 考働学 ○ ○ 生涯学習支援「たら×れば」
41 一度は受けたい「お金と人生」の授業 ○ ○ ○ 住友生命保険相互会社
42 ～社会保険と生命保険が学べる講師派遣～「リスクに備える」 ○ ○ 公益財団法人　生命保険文化センター
43 知っておきたい！人生のピンチに役立つ「社会保障制度」 ○ ○ ○ NPO 法人 Social Change Agency
44 ライフプランニング授業 ○ ○ ○ ○ ○ ソニー生命保険株式会社
45 小学生起業家になってみよう！ ○ 株式会社ソフィアコミュニケーションズ
た た
46 体験型安全教育プログラム（犯罪編・SNS 編・地震編） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特定非営利活動法人体験型安全教育支援機構
47 新しいワクチンのカタチ～お米を使った予防接種～ ○ ○ ○ 千葉大学未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点
48 ディレクトフォース理科実験グループ ○ ○ 一般社団法人ディレクトフォース
49 スクールマネ部！ 授業支援プログラム　～シェア先生の経済教室～ ○ ○ ○ 東京証券取引所（日本取引所グループ）
50 僕の私のフォーマルウエア ○ ○ ○ 株式会社東京ソワール
51 言語聴覚士のしごと紹介 ○ ○ ○ ○ ○ 一般社団法人東京都言語聴覚士会

52「助け合う社会を支える一人になる」
赤十字や血液事業（献血と輸血）から考えるわたしたちの社会 ○ ○ ○ 東京都赤十字血液センター

53 キャリア教育出前授業「容器が社会を変える？未来をつくる力」 ○ ○ 東洋製罐グループ

54 しごとマップを作ろう！ ○ ○ ○ ○ 株式会社トップアスリート
（13 歳のハローワーク公式サイト編集部）

55 人生 100 年時代へ　 新時代を生き抜く、お金との向き合い方 ○ ○ ○ トレイダーズホールディングス株式会社・
トレイダーズ証券株式会社（合同）
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学校教育
（授業・クラブ活動等）
学校外教育

（放課後子供教室等）
研修

（教員・PTA 対象等）

講師派遣
リモート・オンライン
提供可
教材提供

その他高校生

コーディネーター

その他

未就学児

小学生

中学生
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（企業名・団体名等略　五十音順）

頁 教育プログラム名 団　体　名　等
な な

56 学ぶ楽しさと成長実感と一緒に学び方を体得する
「漢字学習プログラム」 ○ ○ ○ ○ ○ 公益財団法人日本漢字能力検定協会

57 おもいやりの心を育む「おも活」 ○ ○ 公益財団法人 日本ケアフィット共育機構
58 安全教育プログラム「ぼうさい探検隊」 ○ ⼀般社団法⼈⽇本損害保険協会
59 君の脳にはスイッチがある！～イライラをやっつける３つの方法～ ○ ○ 〇 一般社団法人日本ナンバーワントレーナー協会
60 自己肯定感を高め、自分の大切さを体感する授業 ○ ○ ○ ○ ○ NPO 法人日本ピーススマイル協会
61 書くって大切なこと ○ ○ ○ 一般社団法人日本文化教育推進機構
62「寄付の教室」 ○ ○ ○ ○ ○ 日本ファンドレイジング協会
63 弁理士による知的財産特別授業 ○ ○ ○ ○ 日本弁理士会関東会
64 楽しいお箸講座 ○ NPO 法人 日本マナー・プロトコール協会
65 ワクワクゆめ教室～楽しみながら自己探究＆夢発見～ ○ ○ ○ ○ 一般社団法人日本ゆめ教育協会
は は
66 シニアと手芸体験 ○ ○ ○ 合同会社ババラボ
67 “ 届けよう、服のチカラ ” プロジェクト ○ ○ ○ 株式会社ファーストリテイリング

68 英語が好きな子に育つ！
自分から勉強する子になる親子のコミュニケーション術 ○ ○ ○ 一般社団法人ファミリード

ま ま
69 カードゲームで学ぶキャリア図鑑 ○ 株式会社マイナビ

70 何を書いたらいいか悩まない！ 
空色ことば教室オンライン「読書感想文ツアーズ」 ○ ○ ○ ○ ○ NPO 法人マナビエル

71 キャッシュレス決済とクレジットカードの仕組みと注意点 ○ ○ 三井住友カード株式会社
72 体験型防災教育コンテンツ「ＨＩＲＡＱ（ヒラク）」 ○ ○ 三井住友海上火災保険株式会社
73 三菱自動車「体験授業プログラム」（SDGs 編） ○ 三菱自動車工業株式会社
74 介護から豊かさを学ぶ ○ ○ ○ ○ 特定非営利活動法人未来をつくる kaigo カフェ
75 ヨーグルト教室　「ヨーグルトのひみつ」 ○ ○ ○ 株式会社 明治　
や や
76 探究ゼミ ○ ○ ○ 一般社団法人ユースキャリア教育機構

77 おしごとなりきり出前道場 ○ ○ 夢★らくざプロジェクト
（一般社団法人夢らくざプロジェクト）

78 2026 年度「新聞検定」( 読売新聞、読売 KODOMO 新聞 ) ○ ○ ○ 読売新聞東京本社　「新聞検定」事務局
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 ロボット＆プログラム体験教室
団体名 アイエックス・ナレッジ株式会社 区分

対象者
小学生高学年（４～６年生）

対 象
分 野

プログラムのねらい
当社（アイエックス・ナレッジ株式会社）の社会貢献活動の一つとして、事業領域である “ ＩＴ（情報技術）” を用いて、子どもた
ちに　“ ものづくりとプログラミングの楽しさを体験してもらうこと ”　を目的として企画しました。

プログラムの内容

車型ロボットの組み立て、ロボットを制御する命令づくり（プログラミング）を、参加者が２名１組のチームとなって協力し
て行います。教室最後にチーム対抗のレースを実施、１開催３時間の教室です。教室開催前に 60 分程度、開催後に 30 分程度
の準備、あと片付けの時間が必要です。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　5 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

支援活動の概要紹介
アイエックス・ナレッジ株式会社は、IT（情報技術）による様々なサービスを通じて、豊かな社会づくりに貢献する事を使命とし、
技術者の持つ技術力や業務ノウハウ、独自の知恵をソフトウェアとして、あるいは情報システムとしてお客様に提供している
総合情報サービス企業です。この活動は、当社の社会貢献活動の一環として行っています。

対応可能
な時期

その他　年間 5 ～ 6 開催程度を予定。ご要望を確認の上、
相談・調整いたします。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

以下の点を含め、まずは事前に打合せをさせていただきます。
会場：使用を想定する会場（教室や体育館など）を下見させていただいた上での実施判断となります。
備品： 机、椅子、プロジェクター、スクリーン、延長コードなどの設備使用および教室運営に関するご協力をお

願いいたします。
定員：１開催最大１２名（２名１組×６組）での実施を想定しています。　※若干の定員増は相談可

連絡先

部署名・担当者 経営管理部広報ＩＲグループ・西本百江
プログラム紹介 WEB https://www.ikic.co.jp/

電話 03-6400-7010
e-mail ir_pr@ikic.co.jp

（3）教育プログラム紹介

参加した子供たちの感想（抜粋）開催風景

① ロボットの話 ② ロボット組み立て

③ プログラムづくり ④ 試走とレース
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 ドーム映像でいのち・宇宙を感じ、考える
団体名 株式会社アイカム 区分

対象者
年齢を問わず、あるいは保護者と一緒の機会
でも。 対 象

分 野

プログラムのねらい
宇宙のはじまり、いのちのはじまりを感じ、考えてみよう。自分と宇宙の関係を感じ、考えてみよう。

プログラムの内容

導入 : 3 分　　テーマを提示し、ドーム映像について説明後、エアドーム内に入場。

映写 : プログラムにより 32 分　または　44 分　( あるいは、休憩込みで 2 話 90 分 )

■第１話 : いのちのはじまり　( ミクロちゃんと行く宇宙の旅 )  32 分

細胞の世界から現れた ( 膜分子の ) ミクロちゃんと、時空キュープに乗って、
「いのち探検」に出かけよう。

あなたはどこから、どのようにして生まれてきたのか。
たった一個の細胞から始まり、数十億個に分裂・分化して生まれるヒトの体の中には、
宇宙に届くほど膨大ないのちの記憶が受け継がれている。

■第２話 : すべてのはじまり　44 分

私と宇宙はどんな関係なんだろう。
ミクロちゃんと一緒に、時間をさかのぼって、すべてが始まったところまで見に行こう。
物質・宇宙・地球・生命・ヒトの起源。138 億年の旅。
私の中のミクロコスモス、いのち。私を包むマクロコスモス、宇宙。
いのちと宇宙は響き合っている。

まとめ : 10 ～ 15 分
　アンケート用紙に感想を書き込む。
　低学年や幼児の場合は、先生とみんなで感想を話し合う、など。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　2 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　2 校（回）

☑教科（小学 2 年・生活の時間、小学 5-6 年・理科） □道徳　□総合的な学習の時間　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（生涯学習センター）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
アイカムは、生きた細胞・組織・微生物などの顕微鏡撮影を得意とする生命科学映像の制作会社です。
自社で製作したドーム映像を見てもらい、スタッフが質問にも答えます。
板橋区教育委員会の後援で、板橋区立グリーンホールなどで年数回行うドーム上映会は、家族連れや高齢者も参加し楽しんでくれます。
ドーム上映以外でも、映像を用いた「いのちの話」「いのちの授業」も行えます。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

エアドームを設営する会場は、天井高 3.5m、床面積 7m 四方必要です。
ドーム上映機材の輸送 ( バンタイプか 1.5t トラック ) と搬入・搬出にご協力ください。積み込み・積み降ろし・
設営は当社スタッフが行います。
なお、人数によっては、エアドーム 2 張も可能です。

連絡先

部署名・担当者 代表取締役社長　川村智子
プログラム紹介 WEB http://www.icam.co.jp/ja/dome/dome_ss.html

電話 03-6905-6610
e-mail kawamura-t@icam.co.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 すべての子どもに話す力を！　Why not speak up!
団体名 一般社団法人　アルバ・エデュ 区分

対象者
大学生、教員、PTA 向けプログラムも実施可
能 対 象

分 野

企業研修（社員研修）も実施可能

プログラムのねらい
なぜ今、話す力が大切なのかを時代の移り変わりと世界の中の日本の動向を知るとともに、AI の活用が当たり前となっていく社会で、
自分の人生をよりよく生き抜くために必要な話す力について学習します。その上でプレゼンのコツをワークを楽しみながら体験的
に学びます。
自分の考えや思いを深堀りして、伝えたいことを見いだし、聞き手に届ける意識をもってプレゼンすることで、「人生の主役は自分
であることを再認識し、自分の思いや考えを人に伝えることの価値に気付く」「プレゼンのコツを知り、できそうだ、やってみたい
という意欲をもつ」ことをねらいとしています。

プログラムの内容

１．児童生徒向け授業【基礎編】（小中向け・２コマ）　　　　  ２．児童生徒向け授業【上級編】（小中向け・２コマ）

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（高校生、大学生、教員、PTA、企業向け研修も可）
令和 5 年度実績（都内）　66 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　46 校（回）

☑教科（国語科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　☑教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（企業向けプレゼン研修、社会人向けファシリテーター研修）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
アルバ・エデュ (alba edu.) は、子供たちが将来の社会で活躍するために必要な「話す力」を育成することを目的とした一般社
団法人です。コミュニケーション能力やプレゼンテーションスキルの向上を支援し、教育現場や地域、企業と連携して、広範
な活動を展開しています。具体的な活動内容としては、学校や地域社会に向けた教育プログラムの提供、教員向けの研修、ま
た個人向けにプレゼンテーションやファシリテーション力を高めるための講座などがあります。
一人一台のタブレット端末を使い、生成 AI を活用した教育アプリ『SPEAK STAR』を授業で使用することも可能です。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料
講師派遣料、交通費など　（￥55,000 ～ ）

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・ご要件に合わせて、30 名～数百名までを対象に実施可能
・但し、生成 AI 活用アプリ「SPEAK　STAR」を用いた授業（研修）プログラムを実施する際は、Wi ｰ Fi 環境と
生成 AI 環境の同時接続数の制約より 200 名以下での開催が望ましい。

連絡先

部署名・担当者 事業開発部　三浦　嘉子
プログラム紹介 WEB https://www.alba-edu.org/

電話 03-5981-9271
e-mail info2@alba-partners.com
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 赤ちゃん先生クラス
団体名 一般社団法人育児キャリアアップ推進機構 区分

対象者   都立高校定時制および通信制でも実施実績
あります。 対 象

分 野

プログラムのねらい
○育児体験を通じて、親になる準備、結婚出産を視野に入れたキャリアを促します。
○毎回成長する赤ちゃん先生とその母親との定期的な触れ合いから親になるということを体験を通して学びます。
○共に子育てをしていくパートナーの存在の大事さや、家族を持つために働くことの意味なども自分自身のキャリアデザインを構築します。

プログラムの内容

　赤ちゃん先生とママディレクターとの関わりの中で自己イメージを明確にし、出産や育児を含めた自己のキャリアデザインを確立する。
育児体験を通して親になる準備を学び、生涯のパートナーを探す時の軸となる考え方を身に付けます。1 回の開催時間は授業時間に合わ
せます。回数は、3 回が理想ですが、学校のニーズに合わせて、開催が 1 回のみなどのカスタマイズ可能です。 リアル開催の時は充分ス
ペース確保できる特別室または体育館で実施します。オンラインの場合は、教室開催可です。

「命の大切さや親になることの責任を考える」
　＜ねらい＞赤ちゃんを知る、命の大切さに気付く、親になることの責任を考える　
　＜授業内容＞
　　①命の奇跡、赤ちゃんの心と身体の成長についての話を聴く
　　②赤ちゃんの母親から妊娠・出産の話を聴く
　　③赤ちゃんとの触れ合い
　「育児の大変さを知り、赤ちゃんへの愛着形成を体感する」
　＜ねらい＞育児の大変さをリアルに知る、育児体験で愛着形成を体感、社会で自分に何ができるかを考える
　＜授業内容＞
　　①ベビーカーや抱っこ紐を使った育児体験
　　②「どんなサポートを必要としているか」についての話を聴く
　　③自分も同じように育ててもらった事を知り、親への感謝、社会への貢献について考える
　「結婚・育児を視野にいれたキャリアデザインやライフプランを考える」
　＜ねらい＞働くの語源を知る、生涯を通して働ける仕事を考えてみる、ライフイベントを知る
　＜授業内容＞
　　①赤ちゃんの母親からパートナー選びのポイントや仕事観などの話を聴く
　　　A 妊娠出産するには適齢期があること
　　　B パートナーと結婚時に、家族が居るから働けることの意識共有をする
　　　C 昨今の保育園、保育支援事業について理解する
　　②自分自身のキャリアデザインやライフプランを考える

　赤ちゃんの様子や行動を実際に見て母親と一緒に過ごす様子から、赤ちゃんの無垢な可愛らしさや、その反面、思い通りにはいかない
子育ての面を見ることで、赤ちゃんそのものを知り、親がどのような気持ちで子育てをしているのかを感じると共に自分が親となった時
のかかわり方を考えるきっかけを作ります。グループワークでは、ママディレクターの実体験から夫婦間でお互いの価値観を共有するこ
とがとても大切であることを学びます。　

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　7 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

☑教科（家庭科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
・弊社団事業
　学生向けキャリア教育プログラム
　キャリアコンサルタント更新講習
　保育士向け主任育成プログラム
　育児女性向けビジネススキル研修
・グループのNPO法人の事業
　域情報誌「イタバシーナ」発行Webメディア運営
　ファミリー向け企画
　プロモーション・イベント実施
・グループの合同会社事業
　保育園運営

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料
赤ちゃんとママディレクター派遣人数によって、変動あります。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

受講定員は、1 回の開催時で、60 名前後が MAX となります。

連絡先

部署名・担当者 事務局　担当者　加藤　昌広

プログラム紹介 WEB 一般社団法人育児キャリアアップ推進機構　　https://wcpa.or.jp/
ママの働き方応援隊　　https://www.mamahata.net/

電話 090-3567-6173
e-mail m-kato@wcpa.or.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 未来実現 IT 教室「未来につながる IT の仕事」
団体名 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 区分  

対象者
小学生から高校生まで対応可能

（小学校高学年以上推奨） 対 象
分 野

キャリア教育、社会科（公民的分野）、
技術科（情報の技術 )、総合的な学習の時間

プログラムのねらい
1. IT 業界の仕事がどのように社会に貢献し、私たちの生活を支えているかを理解する。
2. BtoB（企業間取引）の概念や重要性を学び、職業観をアップデートするとともに進路選択の可能性を広げる。
3. 社員との対話を通じて働く人について理解を深め、将来様々な生き方や進路選択の可能性があることを理解する。

プログラムの内容

BtoB の概念を知り、IT や IT の仕事について学ぶプログラムです。 ※令和 7 年度新規プログラム

■プログラムの流れ（所要時間：50 分）
　【導入（5 分）】　あいさつ / 会社紹介
　   ・CTC の仕事や働く人を例に社会を支える仕事について学習することを伝える。
　   ・CTC の会社紹介と、IT および IT エンジニアについて説明する。
　【展開（８分）】　BtoB とは？
　   ・普段の生活では関わりの少ない仕事、BtoC の裏側に BtoB の仕事があること
　　  を気づいてもらう。
　   ・BtoB と BtoC の仕事の違いについて伝える。
　【発展①（10 分）】　CTC の仕事を例に BtoB について理解を深めよう！
　   ・CTC の事例を説明し、BtoB の仕事のイメージを膨らませると共に重要性につ
　　  いて伝える。
　   ・CTC が IT で社会を支えていることを伝える。
　【発展②（4 分）】　これからの IT と BtoB
　   ・市場規模を例に BtoB の仕事は世の中にたくさんあることを伝える。
　   ・情報化社会の発展に伴い、IT を中心とする BtoB の仕事は更に増えていくと予
　　  想されることを伝える。　
　【活動（20 分）】　IT に関わる仕事や BtoB について聞こう！  
　   ・CTC 社員との対話を通し、働く姿を想像してもらう。
　【まとめ（3 分）】　まとめ
　   ・BtoB や IT の仕事についてのやりがいや生徒へのメッセージを伝える。
　   ・振り返りとまとめを行う。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　　校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
2015 年にスタートした未来実現 IT 教室は、今年で 10 年目を迎えます。これまで、主に小学校高学年を対象としたプログラ
ミング的思考を学ぶ出前授業を中心に、次世代を担う子どもたちへの支援活動を継続してきました。この度、キャリア教育プ
ログラム「未来につながる IT の仕事」を制作しました。詳細につきましてはお問い合わせください。現在、出前授業開催の準
備を進めておりますが、ご希望に添えない場合もございます。あらかじめご了承ください。

対応可能
な時期

新規プログラムのため調整中
必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

資料投影用のプロジェクター、スクリーンなどをご用意ください。

連絡先

部署名・担当者 サステナビリティ推進部　未来実現 IT 教室担当
プログラム紹介 WEB

電話
e-mail jitsugen@ctc-g.co.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 お仕事発見ゲーム「ジョブ・エクスプローラーズ」
団体名 ES デザイン株式会社 区分

対象者  クラス単位での実施を希望。
学年単位の場合は、講師の声がクリアに届く
環境を希望。

対 象
分 野   

研修は教員が対象

プログラムのねらい
○普段の生活では出会うことのない職種や業務を知ることができます。
○職業への興味を引き出し、知識と視野を広げます。
○働くことへの関心を深めます。
〇調べ学習のやり方が身につきます。

プログラムの内容

制限時間内に、お題の施設や会社にある様々な職業、職種を探し得点を競い合う、ゲーム感覚のキャリア教育プログラムです。
調べ学習が中心になるため、面倒な外部とのやり取りやリスクがなく、生徒も先生方も負担なく取り組むことが出来ます。
例えば「学校」に関わる仕事を考えたとき、多くの生徒は ” 先生 ” という職業しか思い浮かばないでしょう。
しかし学校には様々な職種の方々が携わり働いていて、たくさんの業務があります。
事務、広報、施設メンテナンス、などがその例です。
場所や業界から、生徒の気づきと発見、想像力を養うとともに、新たな職業理解を促すことを目的とします。

【ゲームルール】
① 3 ～ 4 名で 1 チームを作ります。
②お題を発表します。
③お題の施設や会社に関わる仕事を複数探します。
④見つけた職業や職種の業務内容を調べ、ワークシートを埋めて
　いきます。
⑤制限時間内にどんな職業をいくつ見つけられたかを発表します。
⑥配点表に沿って出た得点の合計点を競います。

【運営方法】
・個人、グループ、参加人数の制限はありません。
・クラス単位でも学年単位でも運営することができます。
・教室内に留まらず、地域に出向き実施することも可能です。
　（教室外の場合は十分な打ち合わせが必要です）

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　2 校（4 回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（7 回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（ホームルーム）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
キャリアをデザインする会社 ES デザインです。” エンターテイメントの力で一人一人のキャリアをデザインし、ワクワクする
社会を実現する ” を理念に掲げ、教育分野を中心に、これからの未来を創る子どもたちのキャリアに携わっています。普通の
授業じゃおもしろくない！エンタメ要素を取り入れた、子供たちがワクワクする授業展開は、ご依頼いただいた全ての学校様
から大変ご好評いただいております。興味と関心から職業理解を促し、経験から自己肯定感に繋げるアプローチは必見です。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料
講師 1 名につき、講師料と往復交通費を頂戴しております。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

投影のためのプロジェクターとスクリーンをご用意ください。
講師が複数の場合は、投影のためのパソコンを人数分お借りする場合がございます。
講師 1 名の場合は、パソコンは持参いたします。

連絡先

部署名・担当者 キャリア教育事業部　山川直美
プログラム紹介 WEB https://esd-career.com/esd-education.html

電話 090-5311-7931（日中繋がりやすい電話番号です）
e-mail info@esd-career.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名『南極くらぶ』～＜南極をもっと知ろう＞～
団体名 ＮＥＣネッツエスアイ株式会社 区分   

対象者    高校生は、キャリア教育の要素を盛り込むな
ど内容検討する必要があるため要相談 対 象

分 野   
通常は授業支援を対象。SDGs を注視した授
業、職をテーマにグループ討議も可能

プログラムのねらい
南極の自然が織りなす様々な気象現象や極寒地域で生存する動物、厳しい南極での生活と普段の生活の違い等、驚きと感動を伝え、
自然科学への興味や環境問題への関心を高める。
また、「夢を叶える」をテーマに、南極越冬隊員の夢に向かって努力を続けた社員の成し遂げる力にまつわるエピソードを交え、将
来のキャリア形成の一助とする。

プログラムの内容

NEC ネッツエスアイ㈱は、国立極地研究所経由で、従業員を南極に越冬隊員として派遣し、昭和基地の多目的衛星データ受信
システムの運用・保守点検等にあたっています。
越冬隊への参加経験を持つ社員が講師として登壇します。南極での生活の様子、氷を砕いて進む「砕氷艦しらせ」の勇姿、 オー
ロラ・気候・動物などの自然科学を講師自ら撮影した動画や音声を交えて説明する他、南極クイズなども実施し聞いて、見て、
答えてと飽きないプログラム構成にしています。その他 にも隊員の防寒服を着用する時間も設けるなど体験も組み込んでいる
出前授業です。遠地の場合オンラインで授業を開催することを可能にしています。　2024 年度も 2023 年度に続き、文科省に
よる「青少年の体験活動推進企業表彰」にて奨励賞に選ばれました。
■所要時間：90 分（45 分×２）
■プログラムの流れ
①導入（５分）：講師、自己紹介（名前、会社名、仕事、趣味、南極への動機等）
②講義（40 ～ 60 分）：南極の自然、動物、生活や南極での仕事について写真や動画を交えて（途中クイズなども入れます）紹介
③体験（20 分）：防寒着に触れ、厚さや重さを実感後、防寒着の横に並び記念撮影
④まとめ、質問（10 ～ 15 分）：講師への質問

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　19 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　14 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（自治体イベント・公民館／図書館でのイベント）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
「南極くらぶ」は、次世代育成の一環（社会貢献プログラム）として、主に小中学生を対象とした出前授業となります。

小中学校の学習支援や児童生徒の将来のキャリア形成の一助としてご活用いただければ幸いです。お気軽にご連絡ください。
保護者の皆さまも授業参観は問題ありませんので、大人も非常に興味が湧きますし、ご家庭でのコミュニケーションの一助になると思います。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　平日ならびに土曜日に開催
90 分／１回　開催希望日の３ケ月前には申込必要

必要経費 無料
宅配代を一時立て替えをお願いすることがあります。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

会場（教室・体育館・講堂等／暗幕がある環境を推奨）、設備（プロジェクター、スクリーン、マイク、スピーカー、予備パソコン）
については、ご用意をお願いいたします。また、授業に際しましては、事務局担当者が事前に学校へ伺い、会場の下見と概要を
説明し、学校の意向を確認し授業内容を決定していきます。
※�講師は越冬隊経験者となりますが、本務での業務を担っているため、原則、東京都を中心に開催。平日の授業は繁忙期や出張等で重なった場合については、

開催日程を調整いただく事がありますので、予めご了承ください。
※ 1 開催あたり 30 名以上、会場の容量等で 30 名に満たない場合は要相談。
※開始時間は 10 時～ 16 時の間でご検討ください。開始時間が 10 時～ 16 時以外の場合は要相談。
※土曜開催については、原則、公開授業など親子参加型で申し込みください。※日・祝日、お盆、年末年始、GW 期間中は開催しません。
※年度末の 3 月開催については要相談。※年度始めの 4 月は受付のみとさせていただきます。

連絡先

部署名・担当者 総務部　社会貢献グループ　林　淳一（ハヤシ　ジュンイチ）／鈴木　正人（スズキ　マサト）／
落合　淳（オチアイ　ジュン）／福島　裕紀子（フクシマ　ユキコ）／澤野　由紀子（サワノ　ユキコ）

プログラム紹介 WEB https://www.nesic.co.jp/sustainability/social/contribute/education.html

電話 【会社携帯】　090-2656-3729（林）/090-2760-7356（鈴木）/090-2547-9904（落合）/
080-8389-1761（福島）/070-7782-1312（澤野）

e-mail csr-sk@dm.nesic.com

授業の様子 防寒着体験の様子 オンライン授業

Zoomによるリモート授業
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 分身ロボット OriHime（オリヒメ）を通じて さまざまな社会課題を考える
団体名 株式会社オリィ研究所 区分     （　）

対象者   小学３年生くらい～を対象としています。
対 象
分 野   

社会、家庭科、道徳、総合学習、探求授業、
特別活動

プログラムのねらい
株式会社オリィ研究所では、すべての人が自分らしく活躍できる社会の重要性を生徒たちに考えるきっかけを提供したく、
分身ロボット OriHime を通じた学校向け講演活動を開始しました。
当事者から話を聞くことで、生徒たちの関心を高めるプログラムとなっています。
探究授業、インクルーシブ教育、障害理解、社会課題への向き合い方など、さまざまなシーンでご活用ください。

プログラムの内容

■プログラムの流れ

①導入（５分）
　　自己紹介
　　本日の流れの説明
　　
②講義（15 分）
OriHime（オリヒメ）がどんなロボットなのか、分身ロボット カフェがどのような場所なのか、について説明します。

③ OriHime パイロットミニ講演（20 分）
実際に分身ロボット OriHime（オリヒメ）で働く方によるミニ講演。
 「移動困難でありながら働ける」という道を選ぶに至った当事者の半生を直接お聞きいただくことで、社会や自分の周りにあ
る身近な課題について理解を深めます。

④質疑応答 / ディスカッション（10 分）
講演後には、疑問に思ったことや質問する時間を設けています。
事前学習で考えてきたことを、ここで発表していただいても構いません。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（回）

☑教科（技術・家庭）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
私たちは、コミュニケーションテクノロジーの研究開発および製造・販売を行っている会社です。

「移動」「対話」「役割」にまつわる社会課題をテクノロジーの力で解決し、これからの時代にふさわしい新しい「社会参加」
のかたちを提案しています。
弊社の分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」は、文部科学省検定済の教科書 12 冊に掲載されており、全国の小・中・高等学
校の教科書や試験問題でも取り上げられています。このたび、生徒の皆さんに社会課題について主体的に考えるきっかけを届
けたいとの想いから、「分身ロボット OriHime」を活用した学校向け講演活動を開始いたしました。実際に OriHime を操作す
る当事者の声に触れることで、生徒たちの関心や理解を深めるプログラムとなっております。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
土日祝は原則不可 必要経費 有料

100,000 円～

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーン、wi-fi 環境を用意してください。

連絡先

部署名・担当者 「教育プログラム」事務局　伴 有花子

プログラム紹介 WEB https://orihime.orylab.com/school-service.html?utm_source=tvtokyo_plus&utm_
medium=article&utm_campaign=entry-9261

電話 090-4910-4120
e-mail yukako.han@orylab.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 財政教育プログラム
団体名 財務省　関東財務局　東京財務事務所 区分

対象者
対象者のオーダーに合わせたプログラムを
行います。
大学生も対象としています。

対 象
分 野

プログラムのねらい
・ 難しそうに見える日本の財政に興味を持ち、社会問題を「自分事」として捉え、自分たちの国の将来について考え、判断できる

知識を育む。
・国からの受益（社会保障支出）と負担（国民負担額）の両面性（トレードオフ）の理解を深めることができる。
・ 反対意見や疑問を持った人たちに納得してもらえる説明をすることの難しさ、多面的な見方が重要であることを感じることがで

きるようになる。

プログラムの内容

【プログラムの流れ】※時間は目安です。

①講義（30 分）
　・自己紹介、本日の流れの説明
　・財政の講義
　　講義では、子供たちに身近な「公共サービス」や「公共施設」を入口にして、
　　クイズを取り入れながら説明します。
②グループワーク（30 分）
　「財政の講義」を踏まえ、タブレット端末等を活用したグループワークを行います。
　子供たち同士で意見を出し合い、予算案を編成してもらいます。
　ワーク中は、職員が質問対応やアドバイスを行います。

（グループワークの内容）
・「日本村の予算を作ろう！」( 主に小学生向け )

もし、日本が 100 人の村でその予算が 100 万円だっら？というシミュレーション。
どのような予算にすれば、村の未来が良くなるかを考えます。

・「財務大臣になって予算を作ろう！」( 主に中学生向け )
子どもたちに財務大臣になってもらい、日本をどんな国にしたいかという考えを
もとに、グループで予算案を作ります。

・「社会保障改革プランに挑戦！」（主に高校生以上向け）
今の日本の社会保障制度は、受益と負担がつりあっていない状態です。
より良い日本の未来を実現するためには、どのような制度改革が必要かを考えます。

③発表（30 分）
　各グループから予算案とアピールポイントを発表してもらいます。
　発表後には、発表者グループと他の子供たちによる質疑応答を行います。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　10 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　6 校（回）

☑教科（ 公共、公民、グローバル経済）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　
☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）　　□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
□教員対象研修　　□ PTA 等保護者対象研修　　□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
・ 日本の財政を自分たちにかかわる課題として感じてもらうため、「自分の将来のために日本の未来を考える」をテーマに、アクティ

ブラーニング（タブレットを使用した予算編成のグループワーク）を取り入れた授業を行っています。
・ 小学生から大学生までを対象に、教員等と相談しながら、授業の進捗状況や学年レベルにあったオーダーメイドの授業を実施し

ます。
・職員が講師及びアドバイザーとして授業を行い、児童・生徒のグループワークをサポートします。
・グループワークを行うので、基本的には２コマ必要となりますが、１コマでも対応可能です。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　夜間休日は応相談。
開催希望日の３か月前までにご連絡ください。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

定員：決まりはありませんが大人数の場合、グループ数に応じた職員 ( アドバイザー ) をご用意する必要があるため、お早めに
ご相談ください。
必要備品：講師用パソコン (PowerPoint が使用できるもの )、プロジェクター、スクリーン、グループに 1 台のタブレット端末（※）

（※）タブレット端末は、必要個数によってはこちらで準備をすることが可能です。お早めにご相談ください。

連絡先

部署名・担当者 東京財務事務所　総務課　企画係　太田、船越、東海林
プログラム紹介 WEB https://lfb.mof.go.jp/kouza/zaisei_program.html

電話 03-6686-3434
e-mail koho.tokyo@kt.lfb-mof.go.jp

【グループワークの様子】

【シミュレーションツール】
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 キッコーマンしょうゆ塾
団体名 キッコーマン株式会社 区分

対象者
小学生３～４年生以上

対 象
分 野

プログラムのねらい
「しょうゆ」の原材料、つくり方、魅力や働きについて学びながら、「おいしく食べる」ことについて考えます。

プログラムは、学校訪問授業、オンライン授業（Zoom 使用）の選択が可能です。

プログラムの内容

①身近にあるしょうゆ
　しょうゆが日頃どのように使われているか、どのような食品に使われているかを考えます。

②しょうゆは何からできる？
　原材料である大豆・小麦・食塩を説明します。

③しょうゆができるまで
　しょうゆづくりには自然の力と人の努力が必要であることを学びます。
　また、しょうゆ粕の話から環境についても考えます。

④しょうゆの魅力
　しょうゆの色・味・香りの話をします。

⑤しょうゆのいろいろな働き
　しょうゆのさまざまな働き（パワー）を確認します。

⑥おいしく食べる
　みんなで楽しく食事をすること、食事の準備に参加すること、
　感謝の気持ちを表すあいさつがとても大切であることを確認します。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　31 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　43 校（回）

☑教科（国語、理科、社会、家庭科、総合学習）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間
□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等） 　□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）
□教員対象研修　　□ PTA 等保護者対象研修　　□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ（45 分）

支援活動の概要紹介
食育活動の一環として、小学生（主に中学年）を対象とした出前授業「キッコーマンしょうゆ塾」を実施しています。キッコー
マン社員が扮するしょうゆ博士が楽しく学習をすすめるオリジナルのプログラムです。しょうゆについて学びながら、「食べ物」
の大切さや、「おいしく食べる」ことを考える機会として、総合学習の時間などにご活用いただいています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　弊社営業日時で実施可能
（除：土・日・祝、年末年始、弊社休業日） 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・クラス毎に教室（一般教室、家庭科室、理科室、視聴覚室、ランチルーム等設備がある教室）で実施。
・ PC 資料を投影できるモニター（大型 TV）またはプロジェクター、スクリーン、PC とモニター（プロジェクター）

を接続する HDMI ケーブル、ホワイトボードもしくは黒板、電源、机、椅子をご用意ください。
・お申込みは、キッコーマン株式会社 Web サイトのみ（下記 URL よりアクセス）、となります。

連絡先

部署名・担当者 出前授業事務局（キッコーマン株式会社コーポレートコミュニケーション部社会活動グループ）

プログラム紹介 WEB https://www.kikkoman.com/jp/shokuiku/activity
電話 03-5521-5810

e-mail demae@mail.kikkoman.co.jp
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●令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 株の力
団体名 株式会社教育と探求社 区分

対象者 対 象
分 野

主に学校の授業で実施するプログラム

プログラムのねらい
中高生にはあまりなじみのない株式について、教室にいながら体験的に学ぶプログラムです。生徒は三菱 UFJ モルガン・スタンレー
証券のインターンとして、先輩に当たる同社社員から株式の仕組みや機能についてアクティビティに取り組みながら学んでいきま
す。「株」と「新聞」を教材とし、世の中を大きく動かす「株の力」とはどのようなものなのか、チームでコンセプトをまとめ、新
聞広告というスタイルでアウトプットします。

プログラムの内容

■授業構成
STEP1 プログラムの目的とミッションを知る
　三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券の講師が進行し、プログラムの目的と
　ミッションを伝える。
STEP2 株の基礎を学ぶ
　三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券の講師が進行し、起業家・投資家・社
　会から見た「株の力」を学ぶ。
STEP3 広告の基礎を学び、コンセプトをつくる
　学校の先生が進行し、ワークをしながら広告の作り方を学ぶ。
STEP4 新聞広告を制作する
　学校の先生が進行し、グループで新聞広告を制作する。
STEP5 制作した広告について発表する
　制作した新聞広告のプレゼンテーションをし、三菱 UFJ モルガン・スタン
　レー証券の講師が講評する。

■教材
ワークブック・ワークシート・動画教材・シラバス・参考資料

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　8 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　6 校（回）

☑教科（社会科・家庭）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　5 コマ

支援活動の概要紹介
金融経済教育について、三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券と教育と探求社では上記プログラムのほか、小学生～高校生向け
プログラム「お金の力（VALUE・WILL・CHOICE）」も提供しています。詳細は以下のホームページをご覧ください。
https://www.sc.mufg.jp/company/sustainability/community_education.html

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
実施 2ヶ月前までに申込をお願いしております。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

必要備品：プロジェクタ、スクリーン

連絡先

部署名・担当者 教育と探求社　創発部・小口
プログラム紹介 WEB https://eduq.jp/cases/business/edu-program-stockmarket/

電話 070-1228-6155
e-mail bim@eduq.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 自立した消費者となるために～キャッシュレスの上手な使い方～
団体名 株式会社クレディセゾン 区分   

対象者  中学全学年、高校全学年
対 象
分 野  

プログラムのねらい
〇キャッシュレス決済が身近なことであることを認識し、現状や仕組みを学び、利便性と注意点を理解する
〇お金にまつわる実際のトラブル事例から回避する方法やトラブルに巻き込まれないための適切な行動を習得する
〇�多用な決済手段の中から適切に選択し、正しい利用ができる自立した消費者になるため、情報を集め比較・検討することの大切

さを伝える

プログラムの内容

【導入】　　「身の回りの支払手段を考えよう」（5 分）
　・普段のお買い物からキャッシュレス決済を考える
　・身の回りでキャッシュレスが利用できるシーンを考え、身近なところで接してい
　　ることを理解する

【展開①】　「キャッシュレスの現状を知ろう」（15 分）
　・クイズ形式で日本のキャッシュレスの現状を学び、これから進展していくことを
　　理解する
　・講義形式で海外でのキャッシュレス事情（中国、スウェーデン等）を学ぶ

【展開②】　「キャッシュレスの仕組みと特徴を知ろう」（30 分）
　・ワークやクイズを交えながら、各決済手段の特徴と仕組みを学ぶ
　・キャッシュレスのメリット／デメリットを考え、両面思考を身に付ける

【展開③】　「キャッシュレスにまつわるトラブル事例を知ろう」（30 分）
　・キャッシュレスのトラブル事例から問題点と適切な行動を考える
　・契約に関する基礎知識を習得する

【まとめ】　「キャッシュレスのじょうずな使い方を考えよう」（20 分）
　・じょうずにキャッシュレスを利用するポイントを考える
　・様々な決済手段の中から自分に合ったサービスを選択する姿勢を身に付ける

※ Zoom を活用したオンラインでの授業実施も可能です
※カリキュラム内容や時間配分のアレンジも可能です

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　22(61) 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　25(42) 校（回）

☑教科（社会、家庭科、情報、総合探求）　　□道徳　　□総合的な学習の時間
□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
□教員対象研修　　□ PTA 等保護者対象研修　　□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

支援活動の概要紹介
適切な決済手段の選択・利用ができる自立した消費者育成を目的として、成人を迎える前の世代に対して金融リテラシー教育
を行っております。令和 4 年に成年年齢が 18 歳に引き下げられたことで「契約」に係る意識付けと金融リテラシーの必要性
が一層高まる中、金融現場で働く当社社員が講師役となり、時流に合わせた授業を実施しております。詳細につきましてはお
問い合わせくださいませ。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
日程によっては調整をお願いする場合がございます 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーン等資料を投影できる環境をご用意ください。
オンライン授業を希望の場合はインターネット接続が可能な PC をご用意ください。

連絡先

部署名・担当者 CS 推進部　代田・齋藤
プログラム紹介 WEB https://corporate.saisoncard.co.jp/sustainability/diversity/csr/teacher/

電話 03-6692-5819
e-mail cskikaku@mail.saisoncard.co.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 防犯力を育もう！「ぼうはん☆パワーアップ教室」
団体名 Go!Go!! 市民防犯推進プロジェクト 区分   

対象者
  
  

防犯ボランティア等の研修、各世代が参加す
る「世代交流型」のプログラムも実施 対 象

分 野   
地域の見守りボランティア、子ども 110 番の
家の皆様対象の研修も実施中

プログラムのねらい
子供自身が持つ「防犯力」を高める防犯教育プログラムです。
子供たちの防犯力を元気にするために、クイズ、体操、ゲームなど声や体を使って楽しく学ぶことができます。
また、地域での見守りや「こども１１０番の家」の意義や効果を学ぶ大人向けの各種防犯研修も実施しています。

プログラムの内容

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
☑その他（PTA）
令和 5 年度実績（都内）　10 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　10 校（回）

□教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　☑教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（セーフティ教室）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
「市民防犯（一般市民ができる防犯）を提唱し、各世代への防犯の大切さ、身を守るコツなどをわかりやすく伝える専門講師です。

全国で講演やワークショップを実施するほか、著書、メディアでも発信中。
警視庁や文部科学省の防犯施策（子供の防犯）への助言も行っています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
お気軽にお問い合わせください。 必要経費 有料

ご予算に応じて、都度相談しています。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プログラムによって、会場の使い方、備品も異なりますので、会場、時間、人数等をみながら柔軟に対応しています。
声や体を使う参加体験型のプログラムを行う際は、体操程度できるスペースが必要となります。

連絡先

部署名・担当者 市民防犯インストラクター　武田　信彦
プログラム紹介 WEB https://shiminbouhan.com/

電話 ※ご連絡はメールにてお願いします。
e-mail takeda@shiminbouhan.com

◆小学校の授業で防犯力アップ！

時間 ： 約４５分
会場 ： 体育館など
機材 ： マイク、ホワイトボードなど
ほか ： サポート１名をお願いしています

内容
クイズ、体操などをとおして、声や体をつかい
「自分を守る力」を確認する体験型防犯セミ
ナーです。授業時間の中で実施しています。

◆放課後児童クラブで防犯力アップ！

時間 ： ４５分～６０分
会場 ： 多目的ホール、遊戯室など
機材 ： マイク、ホワイトボードなど
ほか ： サポート１名をお願いしています

内容
クイズ、体操、ゲームなどをとおして、声や体を
つかい「自分を守る力」を確認します。楽しい
雰囲気の中で練習できるプログラムです。

◆家庭教育学級・ＰＴＡ研修で防犯力アップ！

時間 ： ６０分～１２０分
会場 ： 多目的室など
機材 ： ＰＣ、プロジェクタ、マイクなど

内容
①講演＝通学路での見守りの意義や効果、コ
ツを確認します。②実技＝子どもたちがもつ
「自分を守る力」の引き出し方を体験します。
なお、親子参加の体験型プログラムも実施し
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 ボランティア活動を考える
団体名 認定ＮＰＯ法人さわやか青少年センター 区分

対象者
全学年対象

対 象
分 野

ボランティア活動活性化ツール「ふれあいボ
ランティアパスポート」を活用。

プログラムのねらい
「ボランティア活動」という体験活動をなぜするのか。「ボランティア活動」をすると何がどう変わるのか（誰が喜ぶのか）。みんな

で考え、答えを見つけていくことを目的としています。

プログラムの内容

■授業は２コマ。
■１コマ目（45 分）
　　テーマ：「ボランティア活動を考える」
①導入：（３分）
　　　○自己紹介・ 本日の流れ
②展開：（37 分）
　　　○自分が考えるボランティアのイメージについて児童生徒発表
　　　○どれがボランティア？：イラスト１０枚からボランティアを選び出す。
　　　○「ボランティア活動」について講義  
③まとめ：（５分）

■２コマ目：グループ活動（45 分）
   テーマ：「どのようなボランティア活動をしたいか。」
①導入：（３分）
　　　○１コマ目の振り返りと本日の流れ
②展開：（37 分）
　　　○グループに分かれて、自分たちのしたいボランティア活動を決める。
　　　　・なぜその活動に決めたのか。（理由）
　　　　・それをすることによって何がどう変わる（誰が喜ぶ）と思うか。（結果）
　　　　・どのように取り組むのか。（方法）
　　　○グループによる発表
③まとめ（５分）

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　　校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
当法人は、ボランティア体験学習を通して子どもたちが「人間力」（自助の力と共助の力）を自ら育むよう支援する団体です。
上記プログラム以外でも、ボランティア体験学習に関するさまざまなノウハウを持っています。ボランティア体験学習の児童・
生徒向けの授業や教職員、コーディネーターへの研修など、いつでも、ご連絡、ご相談ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
可能な限りにおいて、交通費（実費）を希望。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

２コマ目のグループ活動において、グループ数に応じた模造紙とマジック（２色かそれ以上）を準備いただきた
いと思います。難しい場合は、ご相談ください。

連絡先

部署名・担当者 ふれあいボランティアパスポート担当・有馬　正史
プログラム紹介 WEB

電話 03-6279-9236
e-mail info@ssc-npo.or.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名

児童向け 社会性・自立心育成プログラム 
～一歩ちゃんと学ぶ　しゃかいのしあわせ　アドベンチャー～

団体名 一般社団法人しごとの一歩 区分

対象者 対 象
分 野

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他分野も応相談

プログラムのねらい
このプログラムは、児童が「自分の選択が未来をつくる」ということを、主人公の一歩ちゃんや仲間たちと一緒に体験的に学びながら、
楽しみの中で社会的な課題に触れ、コミュニケーション力や思いやりを育むことを目的としています。
キャリア教育などを中心とする教育者や国家資格キャリアコンサルタントの講師が進行し、ゲーム形式の活動を通じて主体的に考
えることで、子どもたちの意欲と自立心を高める参加型プログラムです。

プログラムの内容

① 導入（5 分）
　・講師・キャラクター（一歩ちゃん、だんご）の自己紹介
　・本時の流れとゲームワークの簡単な説明　「今日はみんなで “ しあわせ力 ” をアップする冒険に出かけるよ！」
② プチ講義（8 分）
　・社会にはどのようなルールやマナーがあるか
　・自分で選択することの大切さ （例：友達と仲良くするにはどうすれば良いか）
　・良い選択がどのように自分や周囲の人を幸せにするか
③ ゲームワーク（20 分）
　トラブルや問題が生じた際、どの様に対処すれば自分や周囲の人が幸せになれるかを学ぶワーク。
　様々な事例に対し、「自分ならどうするか」を考え、行動に応じた幸せポイントを貯める。
　　【シナリオテーマ例：友人間のトラブル】
　　   ・低学年向け：クラスの友達が喧嘩をしていた。
　　   ・中学年向け：クラスの友達が陰口を言われているところを目撃した。
　　   ・高学年向け：好きな人から「A ちゃんってちょっとヘンだよな。一歩ちゃんはどう思う？」と聞かれた。
　　【個人ワーク】選択肢カードの中から、「自分ならどうするか」を考える。
　　【グループワーク】 4 ～ 5 人で意見を出し合い、「自分や周囲の人の幸せポイントがより高いのはどれか」を話し合って決める。
　　　※話し合いでの決定が望ましいが、困難と想定される場合は多数決。　　
　　　※正解はないが、「みんなのしあわせを増やす選択」を見つける。
④ まとめ・ふりかえり（7 分）
　・「今日学んだことや楽しかったこと」を発表してもらう（発表が困難であれば、プリントへの記入）
　・「一歩ちゃんシール」や「しあわせポイントカード」などの簡単なお土産で、子どもたちの達成感
　　を高める。
★ポイント
　・先生や学校側と事前にテーマ（いじめ、マナー、助け合いなど）や配慮すべき内容を確認し、
　　児童に合わせて難易度や話題を調整いたします。
　・ワークの中で挙手やじゃんけんをする場面があり、生徒が主体的に楽しみながら参加できます。
　・子どもが声に出すのが恥ずかしい場合、カードや○×で選ばせる方法もご用意いたします。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　2 校（2 回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（4 回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
当法人では、「一人ひとりが自分らしく未来を切り拓く力を育む」ことを目的に、主に小学生から高校生を対象としたキャリ
ア形成支援・コミュニケーション教育・ライフスキル教育などに取り組んでいます。学校の授業や特別活動に取り入れやすい、
体験型・参加型プログラムを多数ご用意しており、児童・生徒の自己肯定感を高め、将来の社会生活に役立つ力を養うサポー
トを行っています。また、上記プログラム以外にも、・高校生向けの面接・進路支援プログラム・中学生への職業理解やマナー
講座・学校の学習支援や部活動支援 など幅広いプログラムを展開しております。詳しくはお問合せください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料
ファシリテーター 1 名 1 コマ 1 万円 + 交通費

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーンを用意してください。

連絡先

部署名・担当者 代表理事　藤田美輪
プログラム紹介 WEB

電話 090-8177-5712
e-mail miwa-f@shigoto-ippo.com
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 子ども料理科学教室
団体名 NPO 法人市民科学研究室 区分

対象者   小学生は 4 年生以上を想定しています。
対 象
分 野  

プログラムのねらい
「子ども料理科学教室」は市民科学研究室が独自に開発した、科学実験と料理の技の習得を結合した新しい食育プログラムです。10 

種類のテーマからなり、それぞれが 1 回分の講座になっています。実験しながら料理を作ることで、「なぜこの調理法でうまくいく
のか？」を、五感も使って考えながら自ら探求することになります。料理の技の科学的理屈を知れば、最終的にレシピを見なくても（自
分で料理法を考案して）料理ができるようになります。これまでに、数十回の実施経験があり、どの講座でも参加した子どもたち
とその親から大きな好評をいただいています。

プログラムの内容

年間を通して 10 回を実施するのが望ましいですが、どの講座も単独で実施することもできます
（ただし、第 10 回だけは総まとめの講座なので単独ではできません）。

＜ 10 種類の講座のメニュー＞
1・土鍋でお米をおいしく炊く秘訣
2・野菜の甘さを生かしたクッキーづくり
3・ダシの秘密をさぐる
4・発酵という魔法 ～小さな生き物（微生物）の大きな力をさぐる
5・わかる！使える！料理の道具たち
6・塩が料理にとっても大切なわけ
7・野菜はお友達！～育てる、作る、食べるのわざ
8・豆や卵がカラダに変わる ?! ～たくさんの顔を持つタンパク質の不思議
9・捨てないでおいしく長持ちさせるわざ～食べ物をとことん生かす保存食
10･ マイ・レシピでおいしく作ろう！～煮物、炒め物、和え物、デザート…

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　0 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　☑その他（江東区男女共同参画推進センター主催の「こどもお料理団」企画で出張授業）

支援活動の概要紹介
都内もしくは近郊の先進的な農家・農業経営者（数か所）を訪問することを組み入れた「めざせ、子どもシェフ！－食と農の
とびっきり体験」というプログラムもあります。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
会場費、食材費、講師報酬、講師交通費が実費となります

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・ガスコンロのある調理実習室を使用します。
・参加する子どもは 20 名までが標準です。
・�直前の準備に 1 時間（スタッフのみ）、授業で 2 時間、出来上がった料理を皆でいただくのに 30 分、後片付けに 30 分ほどを

要します。
・�市民科学研究室からの派遣スタッフ（講師）は 1 名もそくは 2 名です（依頼者の側から当日のサポートをしてくだる方を募集

してもらうことがあります）。
・�授業はスタッフと子どもたちだけで行い、子どもたちの保護者は参加しても見学とできあがった食事を一緒にいただくことだ

けになります。
・�使用する食材などでの制約がありますので、出前のリクエストをいただいた場合には予め個別に相談をさせていただきます。
・実施日や料金など詳しいことは市民科学研究室までお問い合わせください。

連絡先

部署名・担当者 上田昌文（市民科学研究室・代表理事）
プログラム紹介 WEB https://www.shiminkagaku.org/kids-cooking/

電話 03-5834-8328
e-mail ueda.akifumi@shiminkagaku.org
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 考働学
団体名 生涯学習支援「たら×れば」 区分   

対象者  中学 3 年生、高校 1 ～ 3 年生が対象となり
ます。 対 象

分 野  
「将来について考え、働くを学ぶ」をコンセ
プトにしたキャリア学習プログラム。

プログラムのねらい
【ねらい】働くことやキャリアについて考え、「これでいい」ではなく、「これがいい」と思えるキャリア選択ができるようになる。
【補　足】�近年、成人年齢の引き下げなど、学生であっても大人同様の選択が求められる世の中となってきました。また、進学や就

職などの場面においても、学生のうちから早めに考え、目的・目標を持ち、準備をすることが必要となってきています。
しかし、学生が将来について具体的なイメージを持つきっかけが少ないことも事実です。この授業では、生徒が働くこと
やキャリアについて考え、学び、キャリア設計をしていくのをサポート致します。

プログラムの内容

≪プログラムについて≫
年間のプログラムは、それぞれ、以下の流れで進行します。

目標：Ⅰ…… �「なぜキャリアについて考えるのか」を学ぶとともに、社会人になってからを見据え、傾聴力やコミュニケーショ
ン能力を身につける。

　　　Ⅱ…… ビジネス関連のコンテストに参加することで、 「働くこと」を具体的にイメージする。
　　　Ⅲ①…自分たちで考えたプランを実施することで、サービスや商品が世に出るまでの工程を体験する。
　　　Ⅲ②…社会人のゲストとの交流などから、様々なキャリアケースなどを学び、自身のキャリア設計に活かす。

Ⅲ①の事例：
・「ついつい、乾杯したくなる」、
　子どもでも食べられるビール味
　のお菓子「Beer Bar」。
※詳細は下の QR コードか、
　URL からご覧ください。

　URL：https://onl.bz/jxuCgBG　

令和
5・6 年度

実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　1 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　20 コマ

支援活動の概要紹介
当団体では、全国の学校様のキャリア教育支援を目的として、主に中学校、高等学校を対象に、
各校のニーズや課題に合わせたキャリア教育プログラムの制作、提供に関する取組を行なっております。
上記のプログラム以外にも、様々なプログラムがございますので、学校の学習支援や部活動支援等、ご相談ください。詳しくは、
お問合せください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
回数・期間は、学校様のご要望に合わせて実施致します。 必要経費 要相談（実費等）

交通費（リモートでも対応可能）、教材費

その他
会場・定員・必要備品

などについて

プロジェクター、スクリーンは、学校様のものを使用させていただきます。
また、Zoom 等のリモートで実施の場合、時間無制限の URL 等もご準備いただけますと幸いです。

連絡先

部署名・担当者 企画担当・野部 勝暉（のべ かつあき）
プログラム紹介 WEB 団体公式サイト：https://tararebashimizu.wixsite.com/my-site　

電話 080-8911-6834
e-mail tarareba.nobe@gmail.com

ププロロググララムムⅠⅠ

ココミミュュニニケケーーシショョンン

＆＆キキャャリリアア基基礎礎

ググルルーーププワワーーククにに必必要要なな

ププレレゼゼンンやや傾傾聴聴とといいっったた基基礎礎能能力力をを

身身ににつつけけるるワワーーククシショョッッププ

ププロロググララムムⅢⅢ①①

ビビジジネネスス体体験験

企企業業やや自自治治体体とと連連携携しし、、ププラランンのの実実施施

ププロロググララムムⅡⅡ

ビビジジネネスス理理解解

就就業業体体験験をを目目的的ととししてて、、

ビビジジネネススにに関関連連ししたた

ココンンテテスストトややココンンペペにに参参加加

ププロロググララムムⅢⅢ②②

キキャャリリアア応応用用

現現時時点点ででののキキャャリリアア選選択択のの言言語語化化

https://tararebashimizu.wixsite.com/my-site
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 一度は受けたい「お金と人生」の授業
団体名 住友生命保険相互会社 区分

対象者 対 象
分 野

教職員・PTA 向けコンテンツあり（マネーセ
ミナー・健康セミナー・がんセミナー等）

プログラムのねらい
○お金・コミュニケーション・課題解決力など社会で必要とされる様々なリテラシーを身につける
○「ライフプラン」「自分なりの幸せ」について、インプットだけでなくアウトプットする（自分の未来予想図を描く）
※子供たちのウェルビーイング（より良く生きる）のため、「もっと大人達（民間企業）が教育現場に関わり合う世の中にしたい」
をコンセプトに、
　 様々な授業支援サービスをご提供しております。

プログラムの内容

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　0 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　20 校（回）

□教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（社会科 ・ 家庭科）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
弊社では金融教育を中心に、キャリア教育、コミュニケーション、性教育、がん教育、課題解決型授業などの出前授業を小学
校～大学まであらゆる将来世代に提供しています（性教育についてはパートナー企業による授業）。また、OECD「金融教育に
関する国際ネットワーク（INFE）」が主催する、こども・若者に対する金融教育・金融包摂の推進のための国際的な啓発活動
である「グローバル・マネー・ウィーク（Global Money Week）」の主旨に賛同し授業を実施しています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター・スクリーン等の投影機材をご準備ください。

連絡先

部署名・担当者 都心総括部 都心マーケット推進室　豊田 素良・荒井 礼美
プログラム紹介 WEB https://www.sumitomolife.co.jp/about/wellbeing/fr/

電話 03-6709-8501
e-mail sora_toyoda@am.sumitomolife.co.jp　remi_sugita@am.sumitomolife.co.jp

お金・コミ ュニケーション・課題解決力などお金・コミ ュニケーション・課題解決力など…お金・コミ ュニケーション・課題解決力などお金・コミ ュニケーション・課題解決力など……
社会で必要とされる様々なリテラシーを身につける社会で必要とされる様々なリテラシーを身につける「出前授業「出前授業」」ををを無償提供

通常２コマ開催 １コマでも開催可 オンライン開催可 クラス単位開催可 学年単位開催可

住友生命の
金融教育

お金を切り口として、自分なりの
幸せな生き方について考える＜一般的な

金融教育
資産運用の大切さ
について学ぶ

■ご検討にあたって

☑ キャリア教育の一環として（今後のライフプランとお金について）
☑ 受験期後～卒業までの期間に（次のステージへ向かう皆さんに）

■ご活用事例

■参加者(生徒)からのご感想
 投資について何となくは知っていたものの、完全に理解は出来てなかったので学べて良かった。
 自分の将来の未来予想図を書くのがとても楽しかった。
 お金と包丁は同じようなものということに衝撃を受けた。お金も包丁もメリット・デメリットがあるけど、それ以前に

使い方に問題があると思った。

一度は受けたい「お金と人生」の授業
成人年齢引下げや学習指導要領の改訂を背景に、住友生命では子どもたちのウェルビーイング（より良く生きる）を
実現するため、「もっと大人（民間企業）が教育現場に関わり合う世の中にしたい」をコンセプトに、金融教育の授業
支援サービスを提供しております。
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 ～社会保険と生命保険が学べる講師派遣～「リスクに備える」
団体名 公益財団法人　生命保険文化センター 区分

対象者
本プログラムは中学生全学年が対象。別途高
校生向けのプログラムもご用意しています。 対 象

分 野

研修 ( 教員・PTA 対象等 ) の際は、教員向け・
社会人向け資料を別途用意。

プログラムのねらい
家庭科や社会科、総合学習の時間等、幅広くご活用いただけます。「足の骨折で入院した場合」の事例やクイズを通して、自分の人
生やキャリア形成の過程で不測の事態に備える必要性や、備える方法（社会保険、預貯金、生命保険等）について楽しく学ぶこと
ができます。

プログラムの内容

■プログラムの流れ
①将来について考えてみよう

さまざまなライフイベントが待ち構えていることを知り、それらに対応
していくためには、将来の自分や家族のことについて考え、自分自身の
働く目的や就きたい仕事について考えておくことが大切であることを認
識します。

②リスクって何？
身の回りにあるリスクをクイズを交えながら学びます。また、リスクに
備える方法として公的保障と私的保障について学習します。

③民間保険って何 ?
代表的な私的保障である預貯金と民間保険について、クイズを交えなが
らそのしくみと特徴を理解します。

■講義資料について
PowerPoint スライドや専用の生徒用ワークシートを使い、グループワー
ク等アクティブラーニングを意識した双方向による講義を行っています。

■参考
本プログラムの他、①中学校社会科向けプログラム「人生 100 年時代に
必要な備えとは？」、②全科目共通プログラム「成年になるということ」、
③カードゲーム教材「ソナソナ」を使った、アクティブ・ラーニングを
取り入れた 2 コマ連続の講座も実施しています。

※マンガ「生命保険って何だろう？」でもリスクに備える方法
　を学ぶことができます。その他、毎年、全国の中学生を対象
　に、生命保険の役割などについて理解を深めていただくこと
　を目的とした中学生作文コンクールを実施しています。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　42 校（240 回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　27 校（171 回）

☑教科（家庭科・社会科・公民科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　
□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）　□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
☑教員対象研修　　☑ PTA 等保護者対象研修　　□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
公正・中立な立場で生活設計や生命保険に関する情報提供等を行うことを目的に、1976 年 ( 昭和 51 年 ) に設立。「消費者啓発・
情報提供活動」「学術振興事業」「調査活動」の事業を 3 つの柱に、中学・高校・大学等への講師派遣、一般消費者や消費生活
相談員等対象の学習会の実施、学校教育用副教材や消費者向け小冊子の作成、生活保障に関する意識や生命保険の加入実態等
を探る調査活動を行っています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

対面講座の場合は、マイク、黒板・ホワイトボード、プロジェクター、PowerPoint スライド投影用パソコン等
の有無についてお知らせください。
オンライン講座の場合は、使用可能なオンラインツール（Zoom など）をお知らせください。

連絡先

部署名・担当者 講師派遣担当
プログラム紹介 WEB https://www.jili.or.jp/lecturer/index.html

電話 03-5220-8517
e-mail jitsugaku@jili.or.jp

≪中学生作文コンクール≫
講師派遣に関す
る詳細はこちら

◆ 公正・中立な立場でお話しします。交
通費・謝礼金等は一切不要です！複数
回の実施、クラス単位での実施も可能
です。

のムイタルアリたし用活を等mooZ◆ オ
ンライン講座や、講義を録画した動画
を提供するオンデマンド講座にも対応
しています。

≪(例)PowerPointスライド≫
詳細につい
てはこちら
を参照くだ
さい。

≪ソナソナ≫
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 知っておきたい！人生のピンチに役立つ「社会保障制度」
団体名 NPO 法人 Social Change Agency 区分

対象者 対 象
分 野

授業内外での実施可能です。先生方のご参加
も歓迎いたします。

プログラムのねらい
○日常生活で直面する可能性のあるピンチを通してゲーム形式で利用できる社会保障制度について学ぶ。
○架空のキャラクターを通して、他者への共感スキルを育む。

プログラムの内容

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

☑教科（公共、家庭科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
全国の中学や高校で社会保障ゲームの出前授業を行っております。この 1 年間で 40 回ほどの実施を行いました。
代表理事は「15 歳からの社会保障（日本評論社）」という中高生向けの書籍を執筆したり、厚生労働省の社会保障の推進に関
する検討会の委員を歴任するなど、社会保障教育に関しての実績がございます。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
2025 年度は 1 クラス（最大 40 名）の実施は無償です。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクターとスクリーン、マイクのご用意をお願いいたします。PC は持参いたします。

連絡先

部署名・担当者 事務局　横山／堀
プログラム紹介 WEB https://social-change-agency.com/social-security-game

電話 090-2230-9332
e-mail info@social-change-agency.com

43
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 ライフプランニング授業
団体名 ソニー生命保険株式会社 区分  

対象者
  
 

小学生は要相談（高学年以上）。
その他は、教員、PTA など大人対象の体験講
座。

対 象
分 野   

プログラムのねらい
ライフプランニング授業を通じて、「人生とお金」について具体的に考えることから、人生を計画的に生きることや自分らしさを追
求し挑戦することの大切さ、また、周囲への感謝について気付きを得ることを目的としています。

プログラムの内容

仮想の家族の人生設計（ライフプラン）を立てながら、収入と支出の変化について専用のシミュレーションソフトを活用して、
具体的に「見える化」します。結果、収支バランスが崩れる場合には、その改善策について、お金のプロ（ライフプランナー）
のサポートを受けながら再検討します。
授業を通じて、お金や自分の人生について考えるきっかけを提供します。

①イベントプランニング（１コマ目）
　　�仮想の家族を想定し、人生におけるイベント（夫婦の働き方、子どもの教育プラン、住まいのプラン、毎月の出費、家族

の夢プラン（自動車・旅行など））について具体的な計画を作って行きます。

②収支改善（２コマ目）
　　１コマ目のライフプランをお金の面から検証します。
　　当社専用のシミュレーションソフト（GLiP、下記画像）を使用し、収支結果をグラフで「見える化」します。
　　�収支バランスが崩れている場合は、講師からアドバスを受けながら、ライフプランを再検討し、実現可能なプランへと改

善していきます。
　　�最後に、授業のまとめとして、講師のこれまでのキャリアを振り返りつつ、子どもたちに向けて応援のメッセージを送り

ます。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
☑その他（大学・短大・専門学校）
令和 5 年度実績（都内）　37 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　40 校（回）

☑教科（社会科・家庭科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
当社では、キャリア教育・金融経済教育・消費者教育の出張授業「ライフプランニング授業」を全国各地で実施しており、こ
れまでに延べ 2,347 校、242,131 人（2025 年 3 月末時点）に受講いただいています。
第４回キャリア教育アワード最優秀賞（経済産業大臣賞）を受賞、また、文部科学省が主催する「令和 6 年度 青少年の体験活
動推進企業表彰（以下、「本表彰」）」において、3 年連続で入賞し、2024 年度は「審査委員会奨励賞」を受賞しました。
内容についは、学校と事前打ち合わせを行い、学校の授業のねらいに合うように、アレンジを行っております。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、HDMI ケーブル、スクリーン、モニターなど、スライドを投影できる環境

連絡先

部署名・担当者 総務部　社会貢献推進室　笹尾　一樹・三堀　成也・市村　麻理
プログラム紹介 WEB https://www.sonylife.co.jp/land/sustainability/community/lp/

電話 03-5290-6111
e-mail lifeplanning_class@sonylife.co.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 小学生起業家になってみよう！
団体名 株式会社ソフィアコミュニケーションズ 区分   

対象者
夏休みのワークショップなど異学年のチー
ム編成でも実施可能です 対 象

分 野   

プログラムのねらい
金融教育義務化に合わせて、金融の知識を知るきっかけになるワークショップです。また起業家になってみるという体験から自分
で考えて動く大切さを伝えます。店舗を経営するというシュミレーションを通じて、経営を通じて社会に貢献すること、環境に配
慮した経営をすること、未知の分野にチャレンジすることの大切さが理解できます。

プログラムの内容

５名～８名を１チームにして、チームごとに自分たちのお店のコンセプトを作り、いろいろな食材カードを使って、お店を経
営する体験を行います。
カレー屋さんや、カフェ等、自分たちでどんなお店をやってみたいかを考え、金額を決めて、お金の大切さやお店を経営する
ことを体験して学びます。利益について考えることと同時に「環境に配慮したとりくみ」「チャレンジすることの大切さ」「お
客様に喜んでいただくことの楽しさ」「仲間と作り上げる喜び」を感じることによりお金の知識だけではなく仕事のやりがいや、
チームで動くこと、キャリアを考えるきっかけをつくります。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　0 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

支援活動の概要紹介
株式会社ソフィアコミュニケーションズでは、一般の方向けの起業セミナーを行っています。スタートアップ支援の重要性は
広く認知されていますが、子供の頃から起業家精神を学ことが必要です。「小学生起業家になってみよう！」というプログラ
ムを小学校向けに作成し提供しております。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
教材提供と実施方法のレクチャーをオンラインで行います。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

ツールをお渡しし、準備から実施までをご担当者様に行っていただきます。必要に応じてオンラインで対応しま
す。

連絡先

部署名・担当者 株式会社ソフィアコミュニケーションズ　林田
プログラム紹介 WEB

電話 03-3450-3600
e-mail info@sophiacommunications.net
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 体験型安全教育プログラム（犯罪編・SNS 編・地震編）
団体名 特定非営利活動法人 体験型安全教育支援機構 区分     

対象者
  
  

年齢だけでなく、子どもがその時持っている
能力＝発達段階に応じてプログラム実施 対 象

分 野   
本プログラムを用いて指導するための指導士
及び指導士補資格取得講座の開催

プログラムのねらい
危機を疑似体験することで、自ら考え行動し命を守る力である「安全基礎体力」（①体力、②危機への知恵・知識力、③コミュニケー
ション力、④大人力）を身に着けます。
発達成長段階に沿ったプログラムとなっており、その時の最大限の定着を目指します。
危機を疑似体験することで記憶に残り、万一の時の自助能力、さらには共助の力を高め、また、成長発達段階で危機回避がまだむ
ずかしい子供でも、練習を繰り返し体験することで、いのちの大切さやそのまもり方を身につけることができます。

プログラムの内容

＜犯罪編＞
学校から家までの疑似的な通学路を設置し、つきまといや待ち伏せ行為等の察知、声掛けからの回避、連れ去りなどからの脱
出、危機遭遇後の克服方法を学びます。具体的にはあやしい人の誘いを「はっきり断る」、危険だと思ったらそこから「離れる、
逃げる」、友達を「助ける」、大人に「知らせる」までを体験します。
また、「あやしい人の特徴」「あぶない場所」を合言葉を用いてわかりやすく説明します。
＜ SNS 編＞
投影資料および当団体で制作した動画を用いて、子供たちと対話しながら SNS に潜む危険を知り、安全な使い方を学びます。
未就学児・小学低学年児童には、紙芝居を用いてすすめます。プライバシーや写真等を投稿する際の注意点だけでなく、実際
にオンラインゲームで知り合った子供を連れ去った犯人から聞き取り調査した、子どもへの接触手口についても説明し、SNS
で知り合った人とは「絶対に会わない」ことを伝えます。さらに、やり取りが危険なものであると気づいたり、実際に被害にあっ
てしまった時は、すぐに頼りになる大人へ相談することが大切であることも学びます。
また、グループチャットなど言葉だけのコミュニケーションにより、友人との関係が悪くなったり、自分が「加害者」になる
得ることも合わせて学びます。
＜地震編＞
疑似的な「まち」の中で、ブロック塀の崩壊、瓦礫の散乱等を安全な素材を用いて再現し、実際の大地震時の映像、被害に遭っ
た子どもたちの「大地震その時」の言葉や行動を共有することで大地震をイメージさせます。具体的には室内外の危険な場所
を知り、揺れから 8 秒の間に倒れる・動くものから離れる、安全確保の姿勢を取り 1 分間は揺れを我慢する、その後けがをせ
ずに逃げられるように体を動かす方法を体験します。また避難所での安全対策についても学びます。

令和
5・6 年度

実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
☑その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　43 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　44 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　各 45 － 60 分

支援活動の概要紹介
子供が自分自身を守るだけでなく「危機に対し共に向かい合い、克服するために深い知恵と生き方を体得し、最後は 21 世紀
を作る人間＝大人＝地球市民を育てる」ための、教育プログラムの開発を目指しています。科学的な根拠に基づき、発達段階
に沿って自分を守る力＝「安全基礎体力」をつける教育、自助だけでなく共助、公助の心を培う教育、危機を通して子供を大
人にする教育、を実施しています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料
交通費及び運営費のご負担をお願いいたします

その他
会場・定員・必要備品

などについて

プロジェクタ及びスクリーン。
体験施設は参加人数、会場の広さ等にあわせて調整して配置します。

連絡先

部署名・担当者 清永、林

プログラム紹介 WEB https://www.safety-education.org/%e9%98%b2%e7%8a%af%e5%ad%90%e4%be%9
b%e5%90%91%e3%81%91/

電話 03-3946-5203
e-mail info@ri-step.co.jp

（講師
養成）

https://www.safety-education.org/%e9%98%b2%e7%8a%af%e5%ad%90%e4%be%9b%e5%90%91%e3%81%91/
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 新しいワクチンのカタチ～お米を使った予防接種～
団体名 国立大学法人 千葉大学未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点 

（cSIMVa：シーシンバ） 区分   

対象者    2 コマ目の内容を、学年・ご希望に応じて調
整可能です。 対 象

分 野  

プログラムのねらい
免疫のメカニズムや最新の粘膜ワクチンの研究開発状況に関する基礎的なセミナーとともに、千葉大学が研究開発を進める「遺伝
子改変米を用いた経口ワクチン」をテーマに、参加者の方が「どう感じるのか」「何を期待するのか」「何を不安に感じるのか」、対話・
ディスカッションする機会を設けます。中立な立場でワクチンのメリット・デメリット / リスク＆ベネフィットを正確にお伝えし、
接種について自らの意思に基づいて判断する姿勢・科学リテラシーの涵養を目指しています。

プログラムの内容

「針を使わない予防接種？」「お米のワクチン？」そんな未来の予防接種が実現するかもしれません。
千葉大学未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点のブースでは、現在、人にも環境にも優しいワクチン・予防接種の研究開発
が進められています。私たちと一緒に「新しいワクチンのカタチ」について考えてみませんか？

１コマ目：免疫細胞の種類やその働き、予防接種のメカニズム、最新のワクチン研究を「知ろう」（講義・セミナー）
２コマ目：安全？危険？遺伝子改変植物を用いたコメ型経口ワクチンについて「考えよう」（グループディスカッション）

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
粘膜ワクチンの研究開発から実用化、具体的には、粘膜免疫の解明、新しいアジュバントや DDS（ドラッグデリバリーシステ
ム）の開発、感染症・がん・アレルギー等に対する次世代ワクチンの創製、そして迅速なワクチン開発基盤技術の研究開発を
推進している。国内外の研究機関や企業との連携強化、人材育成、アウトリーチ活動を通じて、注射不要で鼻や口から投与可
能な粘膜ワクチンに対する認知度・理解度の向上・地域と共に歩むワクチン開発の実現を目指している。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

グループディスカッションが可能な教室（机・椅子）
クラス単位（40 名程度を上限）での実施
プロジェクター、スクリーン

連絡先

部署名・担当者 千葉大学未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点 広報・サイエンスコミュニケーター 渡部 祐司
プログラム紹介 WEB

電話 043-226-2119
e-mail csimva-pr@chiba-u.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 ディレクトフォース理科実験グループ
団体名 一般社団法人ディレクトフォース　理科実験グループ 区分  

対象者  各学年に応じたテーマ・実験時間・内容を準
備 対 象

分 野   
地域の小・中学生対象の同様の活動にも対応

プログラムのねらい
子供たち自らが安全に楽しく実験することで「驚きと興味」を感じてもらい、結果として「一人でも多くの子供たちに理科が好き
になってもらいたい」「大きくなって科学技術の分野で羽ばたいてもらいたい」という願いを込めて、自ら開発したテーマで子供達
４～５名のグループに講師が一人付き、子供たちとのコミュニケーションを大切にして、自然科学をわかりやすく説明することに
最も力を入れています。

プログラムの内容

「理科実験教室：出前授業メニュー」　　　＊多彩な手作りメニューが子供たちに大人気
１．墨流しで絵はがきを作ろう	 	 14．光の花を咲かせよう
２．３D 表札を作ろう	 	 	 15．コンピュターの秘密を知ろう
３．水をきれいにする活性炭のひみつ	 16．モーターを作ろう
４．香りの粒を作ろう	 	 	 17．My 地球儀を作ろう
５．冷却パックを作ろう	 	 	 18．素数を探せ　数と遊ぼう
６．ほかほかカイロを作ろう	 	 19．身近な熱　人と水
７．エタノールで船を走らそう	 	 20．磁石でマジックタワーを作ろう
８．飛行機はなぜ飛ぶの	 	 	 21．色と遊ぼう
９．食塩水電池を作ろう	 	 	 22．デンプンを探そう
10．電気と風車　風で電気を起こす		 23．水に浮く力
11．マヨネーズを作って乳化を学ぼう	 24．プログラミングしてみよう
12．水溶液の性質とはたらき	 	 25．ミクロの世界をのぞいてみよう　植物の力
13．クレーンの秘密　滑車のはたらき	 26．音ってなんだろう
	 	 	 	 	 27．水溶液分析

「理科実験教室・実施概要」
・開催場所　　学校での授業・放課後教室が最も多く、その他科学技術館等の常設館や地区センター等
・時　　間　　テーマにもよるが低中学年は 45 分から 60 分、高学年は 60 分から 90 分（要相談）
・実験器材　　私共で全て準備・梱包して実験２日前に送付します
・費　　用　　実験材料費・器材搬送費・講師交通費などを補う程度の謝礼金をいただきます
・お打合せ　　私共のイベントリーダーが皆様と緊密に連絡を取りながら進めさせていただきます
・日時調整他　原則先着順としますが重複しても開催努力します

令和
5・6 年度

実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　176 校（110 回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　189 校（112 回）

☑教科（理科）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

支援活動の概要紹介
一般社団法人ディレクトフォースは２００２年９月に、企業の役員など Senior　Executive の OB を組織化しその知見・経験
を生かして社会貢献することを目的に設立されました。大学での講義、各種講演会、コンサル等の活動を行っています。また、
ボランティア活動として小中学生への理科実験教室や中学・高校生向けの授業支援等の幅広い活動を行っています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
先着順を基本としています 必要経費 要相談（実費等）

材料費・器材搬送費・交通費相当の謝礼金

その他
会場・定員・必要備品

などについて

理科実験教室は体験型ですので理科室・家庭科室など実験可能な会場が必要となります。
またパワーポイントでの説明を基本としていますのでパソコン・プロジェクター・スクリーンも必要となります。

連絡先

部署名・担当者 広報担当　小林慎一郎
プログラム紹介 WEB https://www.directforce.org/DF2022/education/rikaG/index.html

電話 03-6693-8020
e-mail rikadf@directforce.org
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 スクールマネ部！ 授業支援プログラム～シェア先生の経済教室～
団体名 東京証券取引所（日本取引所グループ） 区分

対象者
小学校高学年～高校生・東京都などからの依
頼で教員向け研修も実施 対 象

分 野

教員向けのほか、PTA 主催の親子経済教室等
も実施

プログラムのねらい
私たちのくらしに密接に関わる経済や金融のしくみを理解し、自ら選択する力を養い、「生きる力」を身につけてもらうことが重要
と考えています。

プログラムの内容

○ロールプレイ授業「私たちのくらしと株式会社」 ＜１時限＞　：小学生対象
○ロールプレイ授業「株式会社のしくみと証券市場」 ＜１時限＞　：中・高校生対象　（学習指導要領対応）
■プログラムの流れ
　　①導入（５分）
　　　東京証券取引所の紹介
　　②講義（15 分）
　　　経済とは何か。私たちの生活と経済や株式会社は身近な存在で密接に関わっていることを知る。
　　③ロールプレイ（20 分）
　　　社長役・株主役となり、社長から見た株式の利点、株主から見た株式のメリット・リスクを知り、株式会社のしくみを学ぶ。
　　④まとめ（5 ～ 10 分）
　　　 株式会社は、経済にとってなくてはならない存在で、400 年続く仕組み
　　　であり、自分達も経済の一部であることを気づかせる。

＜他プログラム＞
【出前授業】

　◆中・高校生対象
　　○授業「社会や経済の動きと株価」  ＜１時限＞
　　○ボードゲーム授業「ブルサ」（中高生版） ＜２時限＞　
　　○キャリア教育など    ＜１時限～＞

【受入授業】　
　◆小・中・高校生対象
　　○東証見学（30 分）＋ DVD 上映・授業「株式会社のしくみ」（60 分）　＜標準：１時間 30 分＞ 　定員５～ 40 名

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　23 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　37 校（回）

☑教科（社会、公民、政治経済、家庭科、探究等）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　
☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
☑教員対象研修  □ PTA 等保護者対象研修  □学童クラブ・児童館等のイベント  ☑その他（社会科見学・都内研修）

必要コマ数　１～２コマ

支援活動の概要紹介
東京証券取引所（日本取引所グループ）では、正しい金融知識を持ってもらうために、中立な立場で様々なプログラムを提供
しております。出前授業は担当の先生と相談し、ご要望に沿った内容の授業を行います。オンラインも可能です。また、受入
授業では、実際のマーケットを見学し、株式のしくみを学ぶため、社会科見学、都内研修などに利用されています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
余裕をもってお申し込みください。 必要経費 無料　ボードゲーム授業「ブルサ」を行う場合は、教材返送

費をご負担いただきます。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

パソコン・プロジェクター、スクリーンを用意してください。
出前授業の定員については 2 ０名程度から　要相談     （受入授業の定員については 5 名から）
出前授業をオンラインにて実施の場合は、使用ソフトは学校様とご相談いたします。

連絡先

部署名・担当者 金融リテラシーサポート部　町田
プログラム紹介 WEB https://www.jpx.co.jp/tse-school/

電話 050-3377-8988
e-mail school@jpx.co.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 僕の私のフォーマルウエア
団体名 株式会社東京ソワール 区分

対象者
年齢に応じて内容をアレンジしているが小
学生は 3 年生以上が理想。 対 象

分 野

出前授業と職業体験の受入れで提供している
プログラム。その他分野は応相談。

プログラムのねらい
東京ソワールでは、衣服を通じてこころを育み、社会活躍する力を得る教育活動に力を入れています。子ども達がファッションの
楽しさを感じて、ものづくりに興味を持てるように、デザイナー職を具体的な ｢出前授業｣ と ｢職場体験」という形式で提供して
います。

プログラムの内容

①講義 15 分「フォーマルウェアとは？」「洋服ができるまでの仕事の流れ」
② ワークショップ 60 分「イメージマップボードの作成」デザイナーがプレゼンテーションに利用するデザインテーマを可視

化したボードを作成し、実際のものづくりを体験する。
③プレゼンテーション 15 分②の作品について発表する。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　12 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　14 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
東京ソワールでは、衣服を通じてこころを育み、社会活躍する力を得る教育活動に力を入れています。
対象年齢に応じプログラムをアレンジできますので、学校の学習支援等ご相談ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
3 か月前にはご依頼ください。 必要経費 可能な限り、材料費または交通費を希望。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーンを用意してください。

連絡先

部署名・担当者 人事総務部　ＣＳＲ担当　齋藤由美
プログラム紹介 WEB https://www.soir.co.jp/sustainability/community/

電話 03-6372-6710
e-mail csr@soir.co.jp

55..どどんんななおお仕仕事事ががああるるかか？？
②②デデザザイイナナーー

デザイナーのしごと

インタビューで分かったこと

①市場調査

②デザイン画を描く・素材選び

③マッププレゼンテーション

④トワル、サンプルのチェック

ププレレゼゼンンテテーーシショョンン用用ママッッププ デデザザイインン画画

デザイン,素材,パターンのバランスが大切!!
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 言語聴覚士のしごと紹介
団体名 一般社団法人　東京都言語聴覚士会 区分

対象者
教員の方や保護者の方向けのプログラムも
ご相談ください。 対 象

分 野

プログラムのねらい
言語聴覚士は、言語聴覚障害や摂食嚥下障害のある人や家族を中心としたその周囲の人たちに、評価・指導・訓練などの専門的なサー
ビスを提供し、障害の軽減をはかるとともに、その人にふさわしい生活の実現を支援する職種です。我々の提供するプログラムを
通して子供たちが、当事者の方やご家族、言語聴覚士から直接話を聞き、またグループワークを通し様々な立場に立って考えるこ
とで、思いやること、他者を受け入れること、相互理解のために工夫することを学ぶことを目的としています。

プログラムの内容

・言語聴覚士の仕事紹介
・言語聴覚士の実際の関わりの紹介（事例を通した紹介など）
・「ことば」「きこえ」「飲み込み」などに関する体験型のワーク
・ 夏休みの自由研究イベントでは、筋萎縮性側索硬化症（ALS）の当事者の方とコミュニケーションをとるための透明文字盤

の作成・実際に使用してのコミュニケーション、ハイテクエイドの体験や補聴器体験・聴力検査体験・指文字体験なども行
いました。

・吃音に関するオンラインイベントも行いました。教員の方向けの症状・配慮についてなどの講義も可能です。
・ 毎年当事者の方の思いを聞く講演会も開催しています。2024 年度は難聴当事者の方に就労についてなどを語っていただきま

した。
上記以外にも、言語聴覚士の関わる領域（コミュニケーション、摂食・嚥下、聴覚、発達領域など）でのご要望があればご相
談ください。
※中高生向けにキャリア教育の一貫として、国家資格である言語聴覚士の職業紹介（養成課程の紹介など）も行えます。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　6 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　7 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
( 一社）東京都言語聴覚士会は、①東京都の地域の医療・保健・福祉・教育に貢献する、②言語聴覚士の質の向上をはかる、③
言語聴覚領域の学問としての発展に寄与する、④関連団体との協働を実践する、⑤全国組織である日本言語聴覚士協会との連
携をはかる、の 5 つの活動を目的に活動しております。これらの一環として当プログラムを実施しております。本プログラム
以外にも、様々なプログラムがありますので、学校の学習支援や部活動支援等、ご相談ください。詳しくは、お問合せください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　講師派遣調整の都合上、
希望日の 2 か月前までの申し込みをお願いいたします。 必要経費 無料

※島しょ部の場合はリモートでの実施をお願いしております。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーンなど

連絡先

部署名・担当者 みらい事業部・小林祐貴
プログラム紹介 WEB 一般社団法人　東京都言語聴覚士会ホームページ：http://st-toshikai.org/

電話 なし
e-mail yuuki.kobayashi@st-toshikai.org



52

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 「助け合う社会を支える一人になる」赤十字や血液事業（献血と輸血）から考えるわたしたちの社会
団体名 東京都赤十字血液センター 区分

対象者
小学校については高学年（主に６年生）

対 象
分 野

プログラムのねらい
苦しむ人を救おうとする赤十字の理念や、輸血が必要な人を皆で支える血液事業の仕組みについて学びます。献血で救われる命が
あること、自分たちにも誰かの命を救う力があることを、輸血を受けた方の体験談（動画視聴）などを通して実感していただきます。
献血がまだできない年齢でも、プログラムを通して学んだことをご家族や周りの方に話すことも、ひとつの大きな献血協力である
ことを伝えます。プログラム全体を通して助け合いについて考え、「自分にもできることがある」と気づいてもらうことを狙いとし
ています。

プログラムの内容

１　赤十字について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　赤十字って何？どうして赤十字ができたの？
　　戦争で負傷した兵士を、敵も味方も関係なく救助したアンリーデュナンの話

２　血液事業について
　　血液は身体の中でどんな役割があるの？ → 生きていくうえで血液が必要不可欠である
　　輸血は何をするの？ →  病気や怪我で血液を補う必要がある患者さんを救うために、1 日に約 14,000 人の献血協力が必要

である
　　　　　　　　　　　 → 実際に病気で輸血を受けられた方の体験談を動画視聴し、血液の大切さを実感していただく
　　献血ってなに？　　 → 献血の目的や具体的な方法、献血ルームの様子を紹介

３　助け合う世の中の一人になる
　　人は誰しも、救う側にも救われる側にもなる。お互いが助け合うことで苦しんでいる人を救える社会を築くことができる。
　　 まずは身近なことから、自分にできることを考えてみる。ほかのひとの苦しみ「気づき」、「考え」、「実行する」ことがで

きる人になろう！！

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　26 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　19 校（回）

□教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
日本赤十字社の血液事業の「献血」が、医療に必要不可欠な輸血用血液を集める国内唯一の助け合いであることを学習する。
赤十字の理念や日本赤十字社が行う 9 つの事業についての学びから、世の中には、「献血」以外にも様々な助け合いが必要と
されており、自分には何ができるのかを考える機会を与える。
相互扶助・相互支援の必要性、「献血」を含めた将来の助け合いの担い手として、考えるきっかけとする。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　先着順、平日の開催とさせ
ていただきます。平日以外は、ご相談ください。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

【必要備品】パソコン（パワーポイント搭載）、プロジェクター、スクリーン、マイク、スピーカー

会場や人員については、事前の打ち合わせの際に確認させていただきます。
プログラムの所要時間は 45 ～ 90 分程度。ご要望に合わせて調整可能です。

連絡先

部署名・担当者 東京都赤十字血液センター　総務課企画係　直井裕介・坂本菜織
プログラム紹介 WEB https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/tokyo/special/m6_07_index.html

電話 03-5272-3512
e-mail tky_kikaku@ktks.bbc.jrc.or.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 キャリア教育出前授業 「容器が社会を変える？未来をつくる力」
団体名 東洋製罐グループ 区分   

対象者  小学生向けにアレンジ可能（要相談）
対 象
分 野

プログラムのねらい
100 年以上にわたり、人々の暮らしをより豊かに支え続けてきた容器メーカーである東洋製罐グループだからこそ提供できる、社
会を、そして自分の未来をよりよくするためにどんな能力や考え方が必要か、ワークを通して理解・実感するアクティブ ･ ラーニ
ングプログラムです。

プログラムの内容

容器を通して 未来をつくる力を考えよう

●事前課題
　　事前に送付するワークブックを利用し、出前授業への興味を高めます。

●出前授業　1 時限（50 分） or 2 時限（100 分）
　　事前課題をもとにワークを行います。
　　①なぜいろいろな種類の容器がある？
　　　　ワークを通し、容器が作られる観点（目的に合わせて最適な素材や
　　　　形が選択されていることなど）に気づかせる。
　　②「未来の容器を考えよう」
　　　　社会課題を解決する容器について、開発チームとなり考えるグルー
　　　　プワーク。
　　　　よりよい結論を導くための考え方に気づかせる。
　　　　（2 時限授業では容器のデザインとプレゼンテーションを追加）
　　③よりよい未来をつくるために
　　　　ワークで体験したことをもとに、よりよい未来をつくるために大切な考え方を理解する。

●事後課題
　　学んだことを今後の生活にいかせるよう、ワークブックを利用し、ふりかえります。
　　（2 時限授業では授業内で実施）

※事前に「生徒向けワークブック」と「教員向けティーチャーズガイド」を送付します。
※オンライン授業の場合は、Zoom を使用します。（Teams も可）

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（大学）
令和 5 年度実績（都内）　6 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（キャリア教育、職業講話）

必要コマ数　50 分 or100 分

支援活動の概要紹介
100 年以上にわたり、人々の暮らしをより豊かに支え続けてきた容器メーカーである東洋製罐グループだからこそ提供できる、
社会を、そして自分の未来をよりよくするためにどんな能力や考え方が必要か、ワークを通して理解・実感するプログラムです。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーン（もしくは大型モニタ）をご用意下さい。
1 校時につき 1 クラスの実施でお願いします。（複数クラス実施の場合は 1 校時目は 1 組、2 校時目は 2 組など）

連絡先

部署名・担当者 東洋製罐グループホールディングス株式会社　サステナビリティ推進部・青柳真由美
プログラム紹介 WEB 教育支援プログラムサイト　https://www.tskg-hd.com/csr/school/

電話 03-4514-2026
e-mail mayumi_aoyagi@tskg-hd.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 しごとマップを作ろう！
団体名 株式会社トップアスリート（13歳のハローワーク公式サイト編集部） 区分

対象者
※小学生中高学年から高校生は１年生まで
が主な対象です。 対 象

分 野

2 コマ・2 時間程度が適した時間です。

プログラムのねらい
○自分の好奇心（興味・関心）について見つめ直す。
○世の中の仕事の多様性を感じる。
○グループで話し合い、仕事マップを作成する中で、コミュニケーション力やチームで働くことの楽しさを感じる。

プログラムの内容

好きから繋がる仕事を俯瞰して視る「13 歳のハローワークマップ（右の画像）」
のコンセプトを基に、自分たちの仕事マップ（右下写真）を作成。
自分の好き・好奇心、得意なことを見つめ直し、そこから繋がる仕事、活かせる
仕事等を考える。

【プログラムの流れ】
●自分の好き・好奇心・得意な事などを見つめ直し、書き出す。（個人ワーク）
●そこからつながる職業を書き出していく（個人ワーク）
●グループで、個人ワークの内容を共有し、模造紙に貼っていく。（グループワーク）
●それぞれの人について、グループで仕事を出し合う。（グループワーク）

【授業の進行（２コマ）の例】　場所：各教室（場合によってホール・講堂）
※各クラスに社会人または大学生の進行役・ファシリテータ―を配置する。

■ 1 コマ目　オリエン、アイスブレイク、社会人ミニトーク、個人ワーク
　　　　　　※進行役・ゲストの高校時代の好きや興味について・・・など
■ 2 コマ目　個人ワーク／グループワーク　完成

※新しい仕事を発想したり、仲間と各々の適性などをアドバイスしあったり、
　今からできることを考えたり、生徒の今後につながる工夫をすると良い。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　3 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　２～３コマ

支援活動の概要紹介
13 歳のハローワーク公式サイトの運営と並行して働く社会人との交流プログラムや「好奇心から多様な職業と出会える、可
能が広がる」をテーマに、子供・生徒自身が考えるしごとマップの作成ワークショップを企画・運営をしています。その他、
働く社会人と子供・生徒が交流する出張授業やイベントの企画・運営・サポートをしています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
※具体的な日程は要相談 必要経費 有料

※備品は準備いただく。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・最大 6 クラス（240 名程度まで） 　最小単位は 10 ～ 30 名程度。
・会場はグループワークができる場所が望ましい。
・準備いただく備品等：プロジェクター・接続コード、付箋紙、水性マジック、ハサミ、ノリ、筆記具、資料印刷等
・費用は、数万円×クラス数。   
※参加者が 30 名程度までで全体進行の派遣のみで OK の場合は費用交通費程度でも実施可能の場合あり。

連絡先

部署名・担当者 宇田川真也
プログラム紹介 WEB https://www.13hw.com/event/20071004_report.html

電話 03-6416-4547 / 080-5517-0500
e-mail info@13hw.com
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 人生 100 年時代へ　 新時代を生き抜く、お金との向き合い方
団体名 トレイダーズホールディングス株式会社・トレイダーズ証券株式会社（合同） 区分  

対象者
  小学校高学年～大学生が受講対象となります

対 象
分 野

プログラムのねらい
トレイダーズ証券の外国為替ディーラーが講師を務め、「お金との向き合い方」を学ぶプログラムです。講師が日々向き合う外国為替を
題材に、金融経済について基礎から分かりやすく解説し、体験型グループワークを通じて学んだ内容の理解を深めていただいております。
・外国為替や金利などの金融経済に関する基礎的な知識を身につける。
・資産形成の重要なポイントである「長期・積立・分散」投資を理解する。
・体験型グループワーク形式で模擬投資を行うことで、児童・生徒が互いに協力して金融経済への理解を深める。

プログラムの内容

【外国為替編】の事例（2 コマの場合）
　①講義（1 コマ目）
　　ミニクイズ（国旗⇔国名⇔通貨）
　　外国為替取引とは
　　円高・円安の意味、メリット・デメリット、価格変動要因
　　金利とは、複利効果
　　中央銀行の役割
　　お金の勉強をする意義
　②体験型グループワーク（2 コマ目）
　　外国通貨を対象とした模擬投資

【会社・株式編】の事例（2 コマの場合）
　①講義（1 コマ目）
　　ミニクイズ（会社ロゴ⇔会社名）
　　会社の役割
　　価格変動要因
　　長期・積立・分散投資の効果
　　会社への投資の意義
　②体験型グループワーク（2 コマ目）
　　会社を対象とした模擬投資

※上記プログラムの内容はこれまでの出張授業の事例となります。
　ご要望に沿った授業内容にアレンジすることが可能ですので、お気兼ねなくお申し付けください。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　2 校（5 回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 ～ 5（応相談）コマ

支援活動の概要紹介
人生 100 年時代を迎え、資産形成の重要性がますます高まっている中、資産形成の土台となる「金融リテラシー」（金融や経
済に関する知識・判断力）の向上は不可欠です。当社グループでは幅広い層を対象とした金融経済教育活動を展開し、特に、
学校での出張授業プログラムを中心に、未来を担う若年層の金融リテラシー向上を支援しています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

会場：教室や体育館で実施させていただきます。
定員：特に対象人数の制限はございません。
必要備品：スライド投影用機器（モニター、プロジェクター、スクリーン等）のご用意をお願いいたします。

連絡先

部署名・担当者 総務部　出張授業担当　小澤、加藤
プログラム紹介 WEB https://www.tradershd.com/sustainability/social/

電話 03-6736-9852
e-mail ir@tradershd.co.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 学ぶ楽しさと成長実感と一緒に学び方を体得する「漢字学習プログラム」
団体名 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 区分

対象者
大人も一緒に取り組める内容です。

対 象
分 野

教員や PTA を対象とした研修でもプログラム
の紹介実績があります。

プログラムのねらい
学習者に対して、自身の学習目標を自己選択・自己決定しながら学びに取り組める環境を整備することで、学ぶ楽しさと成長実感
と一緒に学び方の体得を目指します。

プログラムの内容

多様な無償学習教材・コンテンツを組み合わせた学習プログラムを提供しています。
教材・コンテンツのみを提供するだけでなく、職員が活用を希望する団体へ伺い、現状や課題に応じた学習プログラムのご提
案や、活用事例をご紹介することも可能です。

※状況や課題に合わせて必要な教材・コンテンツ等を選択し、授業や家庭学習、放課後学習等で活用いただくイメージです。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1,386 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　1,350 校（回）

☑教科（国語）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（コミュニティ・スクールの活動や地域学校協働活動等）

必要コマ数　自由

支援活動の概要紹介
弊協会は、コミュニティ・スクールの活動や地域学校協働活動における学習支援活動の伴走支援を行っております。地域・学校・
家庭が連携・協働した持続可能な学びの場づくりを通じて、子供の学びと育ちのさらなる充実や、学びによる地域コミュニティ
の活性化に取り組んでいます。
文部科学省「コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動に係る協力団体」や全国コミュニティ・スクール連絡協議会の賛
助会員としても参画しており、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進を応援しています。

対応可能
な時期

その他
随時お問い合わせください。 必要経費 無料

検定を受検する場合、検定料は受益者負担となります。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

漢字学習プログラムは何名からでも利用いただけます。
団体として検定を実施する場合は、志願者が 10 名以上必要です。

連絡先

部署名・担当者 CS 推進部　CR 課　学びの共創支援チーム　松本 優弥（まつもと まさや）
プログラム紹介 WEB

電話 075-757-8584
e-mail gakushushien1@kanken.or.jp

©公益財団法人 日本漢字能力検定協会

学習プログラムの全体像
学ぶ楽しさと成長実感と一緒に、学び方を体得する

楽しみながら学ぶ

自分の力に合わせて目標を決める

目標への見通しを持つ計画的に学習を進める

これまでの学習成果を検定で発揮する

学習プロセスと結果を振り返る

・学習のプロセスや結果を振り返り、
次の目標を設定する

・児童、生徒のがんばりに光を当てる
・再チャレンジを支援する

・身近な題材で漢字に親しむ
・ゲーム感覚で漢字に親しむ
・自分らしい学び方を知る

・短時間で現在の漢字力を知る
・正確に現在の漢字力を知る

・目標に向けた学習方略を知る
・学習範囲を知る
・採点基準を知る

・苦手分野を克服する
・これまでの学習の成果を測る
・自分の学び方・ペースで学ぶ

・これまでの学習成果を検定で発揮する
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 おもいやりの心を育む「おも活」
団体名 公益財団法人日本ケアフィット共育機構 区分   

対象者  ・小学 4 ～ 6 年生が中心
・東京 23 区、大阪（他地域要相談）
・オンラインも可

対 象
分 野   

特別授業・放課後教室・地域のイベントで実
施。教員向けの研修も可能です。

プログラムのねらい
障害を含めて相手の立場をおもいやる行動をするためのワークを交えた授業です。
“ おもいやりの行動 ” には 2 つの要素があります。

・困りごとに気づいて動く
・違いを認め合い、相手の立場になって考える
困りごとや相手の立場とはどういったことなのかを、障害当事者も交えてお伝えします。
児童の皆様に身近な学校のことや障害者の例を題材に想像・発表していただくことで、
多様性の理解や自分に何ができるのか考え、行動できる力を養います。
学習指導要領で求められる心のバリアフリーの実践に繋がります。

プログラムの内容

■カリキュラム
・おもいやりって何だろう？
　…どのような行動が思いやりなのか、考えます。

・困りごとって何だろう？
　…ちがいを考えられていないことによって、社会や環境が
　　 困りごとを生み出していることを学びます。

・ちがいや困りごとを考えてみよう
　…障害当事者と一緒に考え発表をするワークをします。
　　自分が普段している行動から、身近にあるちがいや困り
　　ごとを考えます。

・質疑応答
　…障害当事者に聞いてみたいことを質問していただけます。

・まとめ
　…おもいやりの大事なポイントをまとめます。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
☑その他（サッカークラブチーム）
令和 5 年度実績（都内）　8 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　8 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 クラス１コマ

支援活動の概要紹介
公益財団法人日本ケアフィット共育機構は、「誰もが誰かのために共に生きる社会」を目指し、「あらゆる場面でケアをフィッ
トする」ことを使命としております。そのひとつとして、「おもてなしの心」と「正しい介助技術」を持ちあわせた「サービ
ス介助士」を育成し、現在、22 万人以上のサービス介助士が街中で活躍するようになりました。そして、「心のバリアフリー
教育」「障害の社会モデル」の理解を多くの人に浸透させる一環として、「おも活」の授業を行い、子供たちに伝えております。
今後も、 「誰もが誰かのために共に生きる社会」 「本当の意味での共生社会」を実現するために、「共育活動」と「実践活動」を
通して考えつづけ、行動してまいります。

対応可能
な時期

その他
随時お問い合わせください。

必要経費
講師料、講師交通費

その他
会場・定員・必要備品
などについて

会場：視聴覚室等の PC を投影できる教室（複数クラスを続けて実施する際は、同教室を連続で使用させて頂きます）
時間：1 回 45 分　定員：1 クラスもしくは 40 名程度　
ご準備いただくもの：プロジェクター、スクリーン、PC、HDMI ケーブル（弊機構からは USB メモリのみ持参いたします）
費用：応相談　
派遣者：サービス介助士 1 名、当事者講師 1 名　

連絡先

部署名・担当者 おも活担当：岩橋、三船、合谷、森岡、米留
プログラム紹介 WEB https://www.carefit.org/personal/omokatsu.php

電話 03-6261-2333
e-mail sot-sat@carefit.org
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例えば視覚に障害がある人が、

信号の色がわからず困っていた時…

自分には何ができそうか、信号機にどんな工夫が

あれば1人でも安心して渡れるか、

考え発表していただきます。
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 安全教育プログラム「ぼうさい探検隊」
団体名 一般社団法人　日本損害保険協会 区分

対象者
学校教育以外の場では、保護者などの大人と
一緒に取り組むことが望ましい。 対 象

分 野

プログラムのねらい
「ぼうさい探検隊」とは、子供たちが楽しみながらまちにある防災・防犯・交通安全に関する施設や設備などを見て回り、マップに

まとめる実践的な安全教育プログラムです。子供たちの防災・防犯・交通安全意識が向上するほか、まち探検を通じた地域への関心・
愛着が生まれる効果が期待できます。
また、専用タブレットを利用して安全マップを作成することもできるため、ICT 教育推進の一助にもなります。

プログラムの内容

■プログラムの流れ
◎指導者の事前準備
　●探検の目的を決定（例 : 通学路の危険箇所を見つけ、事故に遭わないために注意する点を
　　話し合う）
　●探検コースの下見
　●タブレットを使った「デジタルマップ」、 「模造紙マップ」のどちらを作成するか決定
◎まち探検当日（時間配分・進め方の一例）
１．集合・事前学習（30 分）
　探検前にまちの危険などを学習するため、まち歩きの注意点を子供たちに指導し、
  どのような所を探せばよいか、マップづくりのポイントなどを教えます
２．グループ編成（30 分）
　グループごとに集まって、班長・副班長・地図係・インタビュー係などの役割を決めます
３．まち探検（フィールドワーク）に出発（60 分）
　危険な場所や「子ども 110 番の家」のような安全な場所を見つけたら、白地図にシールを
　貼ったり、ワークシートやタブレットに書き込んだりします
　地域の方や警察署・消防署などの方にインタビューしてみましょう
   （あらかじめ許可を得ておくことでインタビューがスムーズに進みます）
４．マップづくり（60 分）　
　模造紙マップの場合の準備品
　●記入したワークシートとインタビューシート　●撮影した写真プリント　◎模造紙　●スティックのり
　●はさみ　●マジック（5 ～ 6 色）　●ポストイット（4 色あると便利。シールと色を合わせるとよい）　
　●マークシール　など
　※デジタルマップは、タブレットへの入力のみでマップが自動で作成されるため、準備品はありません。
５．マップ完成、マップ発表会
　クラス内などで、グループごとに作成したマップについて発表し、探検で発見した気づきを共有します。

（タブレットでマップを作成した場合は、電子黒板などに映し出してクラス内で共有することができます）

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　14 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　13 校（回）

☑教科（社会科）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　3 ～ 5 コマ

支援活動の概要紹介
日本損害保険協会は、損害を未然に防ぐ教育や地域防災の意識向上の活動を支援しており、その一環として「ぼうさい探検隊」の普及に取り組
んでいます。
また、2004 年度からは毎年、文部科学省などの教育関係機関等に後援いただき、「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」を実施しています。
これまでの参加人数は計 235,000 人を超え、作品数は約 35,000 点にのぼります。
2024 年度においては、全国 419 もの小学校や児童館などから、7,590 人が参加し、1,413 点の作品をご応募いただきました。
詳しくは上記二次元コードより、「ぼうさい探検隊特設サイト」をご確認ください。

対応可能
な時期

その他
資料提供はしておりますが、講師派遣は行っておりません。 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

コンクールにご応募される方には、以下のご提供を行っております。
①まち探検のノウハウをコンパクトにまとめた「実施マニュアル」、事前学習に役立つ手引きを無料提供
②マップ作成アプリを搭載した当協会オリジナルタブレットの無料貸出し
③模造紙マップ作成時に使える実施キットの無料提供　（ 模造紙 1 枚、マジック 5 色、マークシール 5 色、ポストイット1 個 ）

連絡先

部署名・担当者 業務企画部啓発・教育・防災グループ　（杉村、笹原）
プログラム紹介 WEB https://www.sonpo.or.jp/about/eff orts/reduction/bousai/index.html

電話 03-3255-1215
e-mail keihatsu@sonpo.or.jp

まち探検の様子 マップづくりの様子

ぼうさい探検隊特設サイト

模造紙マップ デジタルマップ

第21回マップコンクール作品例

https://www.sonpo.or.jp/about/efforts/reduction/bousai/index.html
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 君の脳にはスイッチがある！～イライラをやっつける３つの方法～
団体名 一般社団法人　日本ナンバーワントレーナー協会 区分  

対象者   小学生３－６年生対象、中学生は全学年対象
対 象
分 野  

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他の分野も応相談。

プログラムのねらい
小学生が「イライラ」や「カッとなる」気持ちを “ 悪いこと ” ではなく、“ 脳の反応 ” として正しく理解する。
脳の仕組みをやさしく学び、自分で気持ちを落ち着かせる力（セルフコントロール）を育てる。
トラブルやケンカを減らし、安心して過ごせる人間関係づくりのきっかけを作る。

プログラムの内容

◆授業タイトル：

「キミの脳にはスイッチがある！「〜イライラをやっつける 3 つの方法〜」

📚 授業の 流れ
1. 導入（15 分）
　・イライラのとき、脳で何が起きているかをイラスト・文章で紹介
　・「ワニくん」「おサルくん」「先生の脳」3 キャラで楽しく理解
　・自分のケースをいろんな例題から探してみる

2. ミニ実験（5 分）
　・深呼吸ワーク（吸う・止める・ゆっくり吐く）で、ワニくんをおとなしくさせる体験

3. 脳クイズゲーム（10 分）
　・「どの脳で動いた？」質問に対してジェスチャーで回答！
　・楽しみながら “ 自分の反応を知る力 ” が育つ

4. イライラスイッチ解除ワーク（5 分）
　・自分が落ち着ける方法をノートに書く→友達とペアでシェア→気づきを共有

5. まとめとふりかえり（5 分）
　・「イライラも OK。でも、上手にスイッチを切れるとカッコイイ」
　・「明日からできる 1 つの行動」を考える時間で、自信と実践につなげる

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　15 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　17 校（回）

☑教科（人間と社会）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
当協会は、自分の気持ちや強みを知り、周囲とあたたかく繋がりながら生きていける力を育むために。自分理解、他者理解、
表現力、を育てる授業「ワークショップ」を提供しています。また、子供たちの個性に寄り添いながら、「ありのままの自分
でいい」と思える土台をつくります。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
交通費

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーン、各自ノートと筆記用具、全クラスで体育館で行う場合はマイクが３本必要

連絡先

部署名・担当者 代表理事　中澤仁美
プログラム紹介 WEB https://1trainer.jp/

電話 080-4337-1595
e-mail nakazawa@1trainer.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 自己肯定感を高め、自分の大切さを体感する授業
団体名 NPO法人日本ピーススマイル協会 区分  

対象者
  
 

対 象
分 野   

教員・PTA にはメンタルケア、アンガーマネ
ジメント、自己肯定感向上講座等も可能

プログラムのねらい
互いを褒め合ったり励まし合うなどしながら、自分と他者の大切さを、知識でなく体感するワークショップ型授業です。
他者を思いやる心だけでなく、自己肯定感向上や自信を育む成果を生んでいます。
特に道徳授業にお勧めですが、学級開きや、探究学習（自己探究）、多様性を受け入れるなどのテーマでも実施可能です。
養護教諭の先生方からの依頼も増えています。

プログラムの内容

【合計：90 分】※ワークショップ初級の場合（感想込みで 2 コマ 90 分推奨）
＊（5 分）　講師説明
＊（5 分）　アイスブレイク
＊（20 分）笑顔でほめるゲーム
＊（20 分）感謝の表現をする練習
＊（5 分）　休憩
＊（10 分）励ます実践（自分が励まされる言葉を相手にかけてもらう）
＊（10 分）一人に向かって、チーム全員で励ます言葉を叫んであげる
＊（15 分）講師総括と感想記入

令和
5・6 年度

実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　4 校（回）

□教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　☑教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
当団体では、青少年のうつ・自殺予防を目的としており、主に児童・生徒を対象として、自己肯定感や生きる力を育む活動を
しています。
自分の大切さを実感できるようワークショップを出前授業やユースイベントで実施。また、学習支援など 10 代の居場所作り
と LINE での悩み相談も行なっています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
木曜、金曜、土曜がベターです 必要経費 有料　

交通費と講師料（学校の所定予算内で応相談できます）

その他
会場・定員・必要備品

などについて

会場でプロジェクターとスクリーン。学年全体であればマイク 2 本以上。内容により、メモ用紙と筆記用具。

連絡先

部署名・担当者 事務局・越智
プログラム紹介 WEB https://p-smile.org/schoolsuport/

電話 050-3196-2363
e-mail h.ochi@p-smile.org
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 書くって大切なこと
団体名 一般社団法人日本文化教育推進機構 区分

対象者   小学生 1 ～ 6 年生 全学年対象
対 象
分 野   

主に学校の授業でも活用できるプログラム。
学童、PTA その他でも応相談

プログラムのねらい
子供たちの「手書き」の時間が「タイピング」の時間に変わりつつあるなか、あえて手書きをする理由はどこにあるのか――本プログラム
はそのような時代・教育的な背景から企画されました。教育 ICT 化で一人一台タブレット端末を活用する今だからこそ、改めて子どもたち
に教えてあげたい「書く」ことの大切さを解説したプログラムです。指導者の先生には指導用スライド（PowerPoint）、ワークシート（PDF）、
指導案（PDF) を提供します。

プログラムの内容

学校で従来、あまり触れることのなかった「書くことの意味と大切さ」について、これから文字を習う小学 1 年生から、筆記
用具を使いこなす小学校 6 年生までの児童を対象に伝えていきます。

【プログラムの流れ】
①手書きの良さ、タイピングの良さ
②手書きと SNS について
③鉛筆とシャープペンシルの違いについて考えよう
④消せない筆記具～ペン～
⑤日本の伝統文化～墨～
⑥日本語はとても珍しい言語
⑦勉強以外で文字を書く場面を考えよう

【ポイント】
◇ 「書くこと」そのものを体系化した初の教材

様々なデバイスを活用しなければならない現代の小学生たちに、忘れてほしくない「手書き」の良さ、そして様々な筆記用
具の活用方法を解説した、日本でほぼ初めての教材です。

◇ 授業用教材一式を全て「無料」で提供します
教師がすぐに授業できる指導用スライドと、対応したワークシート、教師用指導案をセットで、メールにてお届けいたします。
教材は全て無料です。

◇ 教育 ICT 化に対応した、デジタル教材です
デジタル教材をお届けするのと同時に、「書く」ことをテーマとしたワークシートをご用意しています。

◇ １時間授業で取り組みやすい内容です
1 時間授業（45 分間）で行える内容になっています。余裕を持って進める場合は 2 時間授業でも可能です。学期末で時間に
余裕がある時など、取り入れやすいボリュームと内容になっています。

◇指導法を解説した動画も用意
どのように指導すればより子供たちの心に響くかを解説した、学級運営にも役立つ動画を用意しています。
https://www.youtube.com/watch?v=DMdWJHlcGwU&t=1s

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　　校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 ～ 2 コマ

支援活動の概要紹介
本プログラムは、株式会社パイロットコーポレーションと共同で実施しております。
日本文化教育推進機構では、主に小学校・中学校を対象として、アクティブラーニングや SDG ｓ教育、教科横断型の新しい
教育プログラムを無償提供しております。上記のプログラム以外にも、様々なプログラムがありますので、学校の学習支援や
学童保育でのワークショップ開催等、ご相談ください。
詳しくは、お問合せください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

指導用のパワーポイントを投影できる PC、プロジェクタをご用意ください

連絡先

部署名・担当者 田代
プログラム紹介 WEB https://www.nichibunkyo.or.jp/pilot

電話 03-4400-2682
e-mail tashiro@nichibunkyo.or.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名「寄付の教室」
団体名 NPO 法人　日本ファンドレイジング協会 区分

対象者
未就学児：親子対象での実績あり。
小学生：4 年生以上推奨 対 象

分 野

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他分野も応相談

プログラムのねらい
○寄付の模擬体験を通じて、寄付で出来ることを知る
○自分の価値観で、寄付先を選べるようになる
○楽しみながら寄付についての基礎知識をつける

プログラムの内容

教室で実施する場合は、メインファシリテーターが各クラス数で実施します。
実在の NPO のビデオを見て、参加者各人に託された模擬紙幣をどこに寄付したらより有効
に寄付が活用できるかを個人で考えます。
どの NPO にいくら寄付するかとその理由を考え発表する。ファシリテーターから、実際寄
付でそれぞれの NPO が起こした変化を伝え、個人で振り返りシートを記入します。
文化祭などの機会で集めた寄付をどこに寄付するか、学校が寄付を行うなど際にも活かせ
る知識を提供します。
自らの価値観で選ぶことの大切さ・楽しさを学ぶ。座学と体験型ワークショップを組み合
わせたプログラムです。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　2 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　2 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
私たちは、大きな負担なく、どの学校でも実施可能な体験学習プログラムとして本プログラムを開発し、子供たちが社会課題
を知り、自らの価値観で社会的な活動を応援することの楽しさ、そして様々な価値観や考え方の違いを認識し、互いに助け合
い自分たちがベストだと考える応援方法を選択していくことの難しさなどを、学ぶ機会を提供しています。上記のプログラム
以外にも、様々なプログラムがありますので、学校の学習支援や部活動支援等、ご相談ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
開催希望日の 1 ヶ月前までにお申込みで調整可能です。 必要経費 要相談（実費等）　交通費と講師料を希望しますが（学校

の所定予算内で応相談できます）

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター、スクリーンを用意してください。講師派遣もしくはオンライン登壇にて実施します。教材のみ
の提供は行っておりません。

連絡先

部署名・担当者 社会貢献教育担当　小川まき
プログラム紹介 WEB https://jfra.jp/ltg/class

電話 050-5799-4521（代表電話）
e-mail ltg@jfra.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 弁理士による知的財産特別授業
団体名 日本弁理士会関東会 区分  

対象者
  
 

対 象
分 野   

プログラムのねらい
小中高等学校への知的財産教育支援活動
1. 早い段階での知的財産教育の必要性
　知的財産教育とは、自由な発想、創意工夫の心を涵養するものであるとともに、年齢に応じた知的財産制度の理解を図り、ひいては我
が国における知識経済社会を支える人的資源の育成のための端緒を開こうとするものであります。この教育はなるべく早い段階から行う
ことが効果的であり、我が国の将来を担う小中高校生に対する知的財産教育の支援を継続的に行うことが必要であると考えています。
2. 知的財産特別授業の狙い
　(1) 小学校向け知財財産特別授業　　　小学生向けの知財教育として、次のような狙いの授業を行います。
　    ①　「知財授業」
　　　イ）優れた発明に触れることにより、発明を生み出す人間の知恵と可能性について学び、これを生み出す人間の尊厳について考える。
　　　ロ）自然の中にある不思議に触れるとともに、その理由をひも解き、考える力と応用する気持ちを育てる。
　　　ハ）発明を通じて未来への夢を刺激する。
　    ②　「発明工作授業」
　　　イ）課題解決型の工作授業を通じて、課題を解決するための手段（完成例・正解例）が一つではないことを理解してもらう。
　　　ロ）失敗は成功のもとであり、決して無駄にならないことを理解してもらう。
  (2) 中高等学校向け知的財産特別授業　　  中高生向けの知財教育として、次のような狙いの授業を行います。
　　　  イ）社会教育の一環として、知的財産権制度の概要を理解する。
　　　  ロ）他人の知的財産の尊重の必要性につき考える。
　　　  ハ）優れた発明に触れることにより、発明を生み出す人間の知恵と可能性について学び、これを生み出す人間の尊厳について考え、
              　　併せてその保護の必要性につき理解する。
　　　※中高生向けに「発明工作授業」を行なうことも可能です。 
  (3) 小中高等学校向けキャリア教育授業
　�　知財にかかわる専門職である弁理士について、その資格取得方法、仕事内容、キャリア形成などについて紹介し、子供たちの将来へ

の可能性や職業の選択肢の幅を広げる。

プログラムの内容
小学生向け具体例
１．「発明ってなぁに？」15 分程度
   電子紙芝居（パソコン用パワーポイントソフトで作成）などを用いて楽しく「発明」のお話をします。
２．「発明工作授業」45 分程度
　子どもたちにテーマと材料を与え、自らのアイデアをもとに工作をしてもらいます。
　「解決方法は１つではない。失敗は成功のもと。」という事をモノ作りを通して実感し、学ぶことができます。
中高生向け具体例
１．「知的財産の基本知識」15 分程度　　　２．「活用事例とトラブル事例の紹介」15 分程度
３．「キャリア教育弁理士編」10 分程度　　４．「質疑応答」10 分程度
※より具体的な授業例については、弊会 HP にも掲載がございますので是非御覧頂けますと幸いです。
https://ipe.jpaa-kanto.jp/examples/

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　17 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　22 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

支援活動の概要紹介
日本弁理士会関東会では、知的財産権に関する専門家である弁理士を小中高等学校に派遣して、知的財産を理解してもらうた
めの知的財産特別授業（出前授業）を行っています。これは、政府により発表されている「知的財産推進計画」の趣旨を受けて、
知的財産に関する子供たちへの教育や啓発の充実のために、当会が実施している施策の一つであります。
当会では、この知的財産特別授業を通じて、未来を担う子供たちの「知的財産マインド」を育成し、子供たちに、問題の解決
や探究活動に主体的、創造的に取り組む姿勢を身に付けてもらいたいと考えています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能
3/10 ～ 3/31 を除く 必要経費 要相談（実費等）　実費：講師料、材料費等　費用負担に

ついては直接お問い合わせください。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

上記以外にもたくさんのコンテンツがあります。ご希望の場合、パンフレットを送付しますので、03-3519-2751 までご連
絡ください。一部のコンテンツについては、( https://ipe.jpaa-kanto.jp/about/ または https://www.jpaa.or.jp/activity/
teaching/ ) に公開しています。
必要備品：PC、プロジェクター、スクリーンをご用意ください。
予算や開催時期の関係上、ご希望に沿うことができない場合もございます。

連絡先

部署名・担当者 日本弁理士会関東会事務室　知財教育担当
プログラム紹介 WEB https://ipe.jpaa-kanto.jp/

電話 03-3519-2751
e-mail edu-kanto@jpaa.or.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 楽しいお箸講座
団体名 NPO 法人 日本マナー・プロトコール協会 区分

対象者 対 象
分 野

プログラムのねらい
日常何気なく使っているお箸ですが、正しく使える子供が少なくなっているようです。箸に関する知識習得と箸使いの演習に加え
て、実際に家庭で使っている自分の箸でゲームをすることで、正しい箸使いを身につけるとともに、食卓での作法や他人への配慮、
命を大切にする日本人の考え方についても学びます。

プログラムの内容

①導入（10 分）
 ・お箸についての知識を学ぶ
　（歴史、世界のお箸、日本人の “ マイ箸 ” の意味、割り箸等）

②レクチャーと実習（15 分）
 ・お箸の正しい持ち方、使い方を説明
 ・各児童が自分の箸を持って、正しい箸使いを練習する　　

③ゲーム（15 分）
 ・グループで箸を使って綿球をお椀に移し、隣に回すゲーム
　をする
 ・箸使いだけでなく、「いただきます」、「ごちそうさま」など
　も含めた挨拶についても講師が評価する

④まとめ（10 分）
 ・「いただきます」「ごちそうさま」の意味を知り、食材を育んで
　くれた自然や
　料理を作ってくれた人に感謝する気持ちを学ぶ
 ・食事を残さずに食べること、きれいに食べることの大切さを知る

※順序は前後する場合があります

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　5 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
社会人として必要不可欠なマナー、コミュニケーションやプロトコール（国際儀礼）の普及、啓発を目的として活動している
NPO 法人です。「マナー・プロトコール検定」「コミュニケーションマナー検定」の実施を中心に活動していますが、上記のプ
ログラムは子供たちに楽しく食卓のマナーや日本人の考え方を知ってもらうことを目的としています。詳しくはお問い合わせ
ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）　講師の交通費実費と備品配送料（1500
円前後）のご負担をお願いしております。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

参加者が日常使っている箸
黒板又はホワイトボード

連絡先

部署名・担当者 事務局長　木村　克也
プログラム紹介 WEB https://e-manner.info/for_corporate/chopstick

電話 03-5212-2600
e-mail contact@e-manner.info

 ・「いただきます」「ごちそうさま」の意味を知り、食材を育んで
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 ワクワクゆめ教室～楽しみながら自己探究＆夢発見～
団体名 一般社団法人日本ゆめ教育協会 区分

対象者
小学生は関係性づくり、中高生はキャリア形
成のきっかけに活用いただくことが多いで
す。

対 象
分 野

教員研修では、ポジティブな関わりと可能性
を引き出す実践的アプローチを紹介

プログラムのねらい
・ゲーム要素やチーム活動を通して、楽しみながら自分の興味・関心を明確にし、夢としてまとめる。
・全員が夢を発表し合い、互いの夢を知り、応援し合う関係性を育む。
・夢という成果に向かって自己を探究し、一つの形にまとめるプロセスを学ぶ。
・夢を持つことで、学習・スポーツ・趣味・生き方の原動力を明確にする。

プログラムの内容

① 導入（10 分）
　・講師自己紹介と授業の目的の説明、夢の定義
② アイスブレイク（10 分）
　・簡単な身体活動で緊張をほぐす
　・GOOD/CLAP/SMILE の 3 つのキーワード
③ 夢発見プログラム（50 分）
　・ タイムアタック形式で、夢の種となるキーワー

ドを書き出す
　・「夢探検マップ」でキーワードを広げ、深める
　・「夢まとめワーク」で夢を具体的に言語化する
　・夢カードに記入し、成果物として残す
④ 夢発表＆ワクワクツリー作成（15 分）
　・全員が夢とその理由をクラス全員に発表
　・ 発表後、夢カードをワクワクツリーに貼り付け、

授業後も掲示
　・ 掲示によって、互いの夢を継続的に意識し、

承認し合う関係を育む
⑤ まとめ（5 分）
　・夢発見、夢発見をした全員にエールを送る
　・ 夢を叶えるために必要な視点や行動のヒント

を共有

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　5 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　4 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
当協会では、夢を「これから未来に起こる出来事で、それが叶ったら嬉しい・ワクワクすること」と定義しています。夢を持
つことにより、将来の自分に対する期待感が高まり、現在の自分にも自信と努力を続ける勇気が育まれます。出前授業を担う
講師陣は、多様な職業に携わる人材で構成されており、それぞれの実体験に基づいたメッセージは、子供たちにとって説得力
と共感を伴う学びの機会となっています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
土曜授業も対応可能です 必要経費 要相談（実費等）　教材（ワークブック・夢コイン）生徒

一人あたり 500 円　　講師代・講師交通費等は応相談

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・クラス単位で実施複数クラス同時開催可能（各クラスにメイン講師 1 名＋サポート 1 名）を基本としています。
・必要備品は、1 クラスあたり模造紙 1 枚、色画用紙６色各 1 枚、両面テープ 1 本の提供をお願いいたします。
・生徒のアンケート等の印刷をお願いします。

連絡先

部署名・担当者 代表理事　菅野知良
プログラム紹介 WEB 一般社団法人日本ゆめ教育協会ホームページ　www.yumemap.com

電話 03-6450-8360（留守のことが多いため菅野の携帯 090-4221-6440 に直接電話かメールにて連絡をお願いします）

e-mail james@yumemap.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 シニアと手芸体験
団体名 合同会社ババラボ 区分

対象者
小学生は５～６年対象、中高校生は全学年対
象 対 象

分 野

プログラムのねらい
世代間の認識のギャップを埋め、超高齢化社会について認識を深める。ものづくりを通じて日常生活を楽しむ方法を共有する。

プログラムの内容

＜１コマ目＞
＜導入＞ 20 分
〇 BABAlab さいたま工房での活動を紹介しながら、準備からさまざまなシニアが関わっていることを紹介する。
〇シニア講師から、「指編みのシュシュ」「あずま袋」の作り方を簡単に説明する。
〇「指編みのシュシュ」「あずま袋」作りたいものを決め、グループに分かれる。
※講師１名につき、児童学生が５名～６名になるようにする。

＜グループワーク＞ 30 分
〇グループに分かれて「指編みのシュシュ」「あずま袋」のどちらかを仕上げる。
〇 毛糸の扱い方やなみ縫いのやり方など、シニアからワンポイントレクチャーを受ける。日ごろ興味があることなどもここで

話ができれば共有する。

＜２コマ目＞
＜グループワーク続き＞ 30 分
＜まとめ＞ 10 分
〇グループ内で出来上がった作品を見せ合う。
＜振り返り＞ 10 分
〇グループ内で出てきた話や今日知ったことなどを
　教室内で共有する。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　0 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（6 回）

☑教科（家庭科）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
合同会社ババラボ（BABAlab さいたま工房 ) はさいたま市南区の一軒家に工房を構えています。赤ちゃんを抱っこする抱っこ
ふとんや布ぞうりを製作する工房で、４０代から９０代の女性がスタッフとして登録しています。製作作業に加え、学生の研
究受け入れや手芸体験を通じて異世代が交流する機会を作っています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 有料　・材料費（一人 300 円程度）、・交通費、・人件費（事
業継続とブラッシュアップのため）

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・家庭科室などグループワークができる教室を希望
・一回につき 40 名程度
・指編みのシュシュ―手芸用ハサミ、・あずま袋―手芸用ハサミ、針、糸、しるし付け

連絡先

部署名・担当者 マネージャー　横地真子
プログラム紹介 WEB

電話 048-799-3214
e-mail workshop@baba-lab.net
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 “ 届けよう、服のチカラ ” プロジェクト
団体名 株式会社ファーストリテイリング 区分   

対象者   対 象
分 野  

学生が対象であれば、授業・委員会・探究学
習と広く活用いただけます。

プログラムのねらい
① 身近な “ 服 ” を通じて、難民問題や環境問題に関心を持つ。
② 子供服の回収活動により、「自分にもできる社会貢献がある」と気付き、自ら行動する力を培う。
③ 回収の呼びかけなどを通じて、地域社会とつながることを理解する。

プログラムの内容

（株）ファーストリテイリング（ユニクロ・ジーユー）が国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）と共に取り組む、児童・生徒
むけの参加型学習プログラム活動です。
ユニクロ・ジーユー社員による出張授業を受けたのち、児童・生徒が主体となって、着なくなった子供服を回収します。
回収した服は、UNHCR と連携して難民など服を本当に必要とする人々に届けられます。

① 出張授業（1 単位時間　約 45 ～ 60 分間）
　 ファーストリテイリンググループ社員が学校を訪問。
　 “ 服 ” がテーマの出張授業です。

② 校内・地域へ呼びかけ
　 校内や地域に呼びかける方法を、子供たち自身が考え、実践します。

③ 回収・発送
　 実際に服を回収したのち、指定の倉庫に発送いただきます。

④ 報告
　 難民キャンプへの寄贈の様子を、ユニクロ・ジーユーからフォトレポートで報告します。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　☑特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　733 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　770 校（回）

☑教科（探究、社会、家庭科、自由選択、国際探究・交流、英語）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　
☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）　□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修　□学童クラブ・児童館等のイベント　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介

対応可能
な時期

その他　応募期間：1 月～ 4 月　
実施期間：6 月～ 11 月（授業は 8 月まで）
※ �WEB より応募期間ご確認の上、ご応募ください。例年、

1 月上旬より応募情報公開しております。

必要経費
無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクトへのご参加には人数制限ございません。
出張授業では、PC ＋プロジェクター＋スクリーンをご用意ください。会場は学校内の部屋（教室、体育館、など）
になります。
社員による出張授業をご希望の場合は、20 名以上で受講できる小・中・高等学校が対象になります。
20 名以下の場合は、映像授業として映像データを教材と一緒にお送りいたします。

連絡先

部署名・担当者 サステナビリティ部　　マカリー　幸笑ハナ（まかりー　さえはな）
プログラム紹介 WEB https://www.uniqlo.com/jp/ja/contents/sustainability/society/youth/school/power_of_clothing/index.html

電話 03-6776-7171
e-mail FR-Next_Gen_program@fastretailing.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名

英語が好きな子に育つ！
自分から勉強する子になる親子のコミュニケーション術

団体名 一般社団法人 ファミリード 区分   

対象者   PTA 関係者、親子講座なども対象とする。
対 象
分 野   

プログラムのねらい
・英語教育改革の背景や社会的要因を理解して、これからの子供たちに必要な力を知る。
・子供たちの自己肯定感を高め、自ら学びたい気持ちを引き出すための親子のコミュニケーション術を知る。
・家庭での保護者から子供たちへの声のかけ方を知り、すぐに日々の生活で活かす方法を学ぶ。

プログラムの内容

2020 年度から始まった、小中学校での英語教育改革。
何がどう変わるのか？
“ わからない ” 不安を解消し、今すぐご家庭でできることがわかる講座です。

・改革の背景にはどんな社会的要因があるのか？
・変化の時代。これからの子供たちに求められている力とは？
・具体的に、小中学校での英語の授業はどうなるのか？
・受験はどう変わるのか？
・今すぐご家庭でできる 3 つのこととは？

自身がアメリカの高校・大学で過ごした 5 年間とその後 15 年間英語を使って仕事をしてきた講師の経験から逆算して、今子
供たちが身につけておくべき力をお伝えします。
また、小学5年生のとき1年間の勉強で英語ゼロから英検2級に合格した我が子の子育て、英検に合格したり20〜30点成績アッ
プしている生徒さんの事例なども織り交ぜながら、英語にとどまらず子育て全般に役立つヒントお伝えします。

お子様がお話を聞かれる場合は、内容をお子様のご年齢に合わせてカスタマイズいたします。

他にも親子でのコミュニケーション、プログラミング、家事、栄養学、おこづかい教室など多くの保護者向けプログラムがご
ざいます。
詳しくはファミリードの HP をご覧ください。

令和
5・6 年度

実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　0 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　1 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1（相談可）コマ

支援活動の概要紹介
「教育の基本は家庭」という私たちの考えから、「保護者が学びをリードする、そして親子が楽しみながら学べる環境作りをお
手伝いしたい」という想いから、保護者向けの講座開催の手伝いをしています。上記の金融教育だけでなく、未来の世界を担
う子供たちの生きる力を養うための栄養学・消費者教育・金融教育・キャリア・コミュニケーション等さまざまな分野の講座
開催をすることで、保護者が家庭教育で活用のヒントを得られるような講座の開催をしています。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）

その他
会場・定員・必要備品

などについて

効果的な授業とするため、スクリーン・プロジェクターの用意をお願いすることがあります。

連絡先

部署名・担当者 代表　星谷みよ子　・　副代表　亀谷さおり
プログラム紹介 WEB https://familead-edu.org/

電話 03-5313-8182　・　090-9027-5174
e-mail info@familead-edu.org
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 カードゲームで学ぶキャリア図鑑
団体名 株式会社マイナビ 区分

対象者
中学 1 年生～ 3 年生までを対象（推奨は 2
年生）。 対 象

分 野

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他分野も応相談

プログラムのねらい
中学生に将来や社会参加を考えるきっかけを提供する、2 コマ連続（1 コマ @50 分）のプログラム。
1 コマ目は、カードゲームを通して多様な業種や職種を知り、2 コマ目で職業の連携や仕事を通した多様な社会について学ぶことで、
キャリアプランニング能力の土台を築くことを目指す。

プログラムの内容

●プログラムの実施形式
1 クラス、授業の進行役と講師役の 2 名で進める。生徒は 1 グループ 4 ～ 5 名に分かれ、グループで取り組む。また 2 コマ連
続プログラム。

●プログラムの流れ
① 1 時間目（50 分）
　 1-1 導入（5 分） ： 授業テーマの提示
　 1-2 展開 (45 分）：カードゲームを通して多様な業種・職種について知る
　　　　　　　　　 L （15 分）アニメーションでゲームの設定やプレイ方法を伝える
  　　　　　　　　   L （30 分）班ごとにカードゲームをプレイする

　休憩 (10 分 )

② 2 時間目（50 分）
　 2-1 展開（20 分）：カードゲームを振り返りワーク（各業種の仕事内容を考える）
　 2-2 展開（5 分）：解説 ( 実社会での業種連携 )
　 2-3 展開（20 分）：様々な施策の成果と地域活性化を考え、
　 　　　　　　　　 様々な仕事が社会を支えていることを知る
　 2-4 まとめ（5 分）：講師からのメッセージ

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　3 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
弊社では、パーパスとして「一人ひとりの 可能性と向き合い、未来が見える 世界をつくる。」を掲げ、人々のキャリアに寄りそい、
より良い職業人生や生活を送れるように様々な支援を行う事業を展開しています。
本プログラムは、弊社の社会貢献事業の一貫として取り組んでいます。詳しくは、お問合せください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 無料　後日弊社 HP に実施実績として、学校名・学年・クラス数・
人数を掲載させてください。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・本プログラムは、各教室で実施予定です。教室ではプロジェクターとスクリーンを用意してください。
・ 事前に資料を送付します。当日は必ずご用意ください。また授業終了後に着払伝票を準備します。一部資料の返送をお

願いいたします。
・生徒のグループ分けをお願いいたします（1 グループ 4 名。4 名未満のグループはつくらない）。
・授業後のアンケートにご協力をお願いします。
・ 授業の様子を写真撮影できればと思います（表情が映る場合は同意書あり）。撮影時に配慮が必要な場合は事前にご連

絡ください。

連絡先

部署名・担当者 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ ･ ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ推進室 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進部・今井 普彦

プログラム紹介 WEB 弊社プレスリリース：https://www.mynavi.jp/news/2024/05/post_43415.html 
キャリアリサーチ Lab：https://career-research.mynavi.jp/column/20250619_97767/

電話 03-6267-4152
e-mail kr-sust@mynavi.jp
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名

何を書いたらいいか悩まない！
空色ことば教室オンライン「読書感想文ツアーズ」

団体名 NPO 法人マナビエル 区分    

対象者
  
 

推奨学年は小学３～中学１年生くらい、それ
以上の学年は作文・意見文・小論文も対応可 対 象

分 野   
●教員向け指導手順の研修 ●保護者向け教育
講座 も実施可能

プログラムのねらい
【定義・ポイント】 読書感想文は「ことばで自分を伝える場」
【学習のねらい】 ことばで自分を伝えることの大切さを学び、自分らしい視点に自信が持てる
【ゴールの姿】 子供たちが何を書いたらいいかがわかり、書きたい！次も書けそう！と思える原動力を生む
（大人向け） 読書感想文で育む自己表現の力が、作文・意見文・小論文はもちろん、選抜試験や就職などの自己実現にもつながる

プログラムの内容

【学習の３ステップ】 
①�本の中で自分らしい視点・感情・意見と出会う … 本を読み親しむことで、想像を巡らせ、多様性を知り、自分らしさに自

信が持てる
②それを言語化する方法を体験する … 自分の感情や意見には正解・不正解はないことを
　知り、素直に言語化する体験を重ねる
③文章表現の苦手意識をなくす … 作文に苦手意識を持つことなく、ことばで自分を表現
　し伝えることの楽しさと喜びを知る

（1）導入 /10 分
 音読ワーク … あるテーマの文章を提供、みんなで読み合わせ

（2）準備ワーク /10 分
 ピントをあわせるワーク … 一人ひとり気持ちや考えは違うことを知る

（3）レクチャー /10 分
読書感想文の３つの心がまえ…苦手意識を持たずに取り組める３つの視点
１. 心が動いたところに焦点をあてる　２. 自分の気持ちや考えが大事　３. 正解はない

（4）メインワーク /10 分
 空色ことばワークシート … 書き始めは自分の感情や意見から

（5）しめくくり /5 分
ワークシート活用の説明 … 自分で書き進められる読書感想文オリジナルワークシート

※２コマの場合は、（4）のメインワークでワークシートを最後まで書き進め、（５）でグループ共有の時間を設けます
※教員向けの場合は、ことばで自分を伝える力のサポート方法、ワークシートを進める際のかかわり方や問いかけ方をご説明します
※保護者向けの場合は、ことばで自分を伝える力が将来に向けてどのように求められているか、親だからできるかかわり方をお伝えします

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
☑その他（東京都以外の公立小学校 、私立小学校、生涯学習課の企画講座、放課後子供教室）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　1 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
弊団体は、一人ひとりの自分らしいことばを引き出し、多様なことばの表現の場を創る団体です。ことばで自分を伝える力を高める
ランゲージアーツの６つの言語技術による〈言語化〉が、自己理解・自己表現につながり、自己実現への道を切り開くことを伝えて
います。正解のない問いに対して「ことばにする」出張授業、ワークショップの進行デザインワーク教材の制作、対話のファシリテー
ションなど行っています。読書感想文のオンライン 1 コマの基本ワークショップ以外も、条件により対応可能です。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）　学校で対面実施の場合は交通費を希望
ワーク教材費ご相談

その他
会場・定員・必要備品
などについて

オンライン実施のために必要な教室環境（zoom、Google meet など）のご準備と、先生のサポートをお願いします。
また、可能であれば使用可能な共有アプリ（スクールタクト・ロイロノートなど）のトライアル活用もご相談さ
せてください。

連絡先

部署名・担当者 代表理事：志田、理事：松田、コーディネーター：門田
プログラム紹介 WEB 空色ことば教室サイト https://sorairokotoba.com/

電話 03-6822-7561
e-mail info@manabi-el.org
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 キャッシュレス決済とクレジットカードの仕組みと注意点
団体名 三井住友カード株式会社 区分  

対象者  対 象
分 野

プログラムのねらい
紙幣や硬貨といった現金以外での決済手段が普及し生活が便利になる一方、成年年齢が 18 歳に引き下げられ、若い世代を狙った悪
徳商法や詐欺による被害の拡大が懸念されております。中高生の早い段階でキャッシュレス決済の種類や仕組みを理解するほか契
約締結やクレジットカードに関する正しい知識を習得することで、将来、金融トラブルに巻き込まれず、自分にとって使いやすく
管理しやすいキャッシュレス決済を見つけ、賢く計画的に利用できるよう、講義を通じて学んでいただきます。

プログラムの内容

本プログラムではキャッシュレス決済の仕組みのほか、クレジットカードの良い点・注意すべき点、
昨今の金融トラブル事例等も含めた内容です。
講義資料にはクイズなどのゲーム性も織り込み、イメージ図やグラフ等も活用した資料となって
おり、 飽きずに聴講できるよう工夫しております。（所要時間：1 コマ 50 分～ 60 分程度 )

1. 会社紹介　
2. キャッシュレス決済について　
　 ・多種多様なキャッシュレス決済の仕組みや特徴について解説
　 ・�キャッシュレス決済のメリット・デメリットを理解し、自分にあったキャッシュレス決済を

考える
3. 日本と世界のキャッシュレス　
　 ・日本におけるキャッシュレスの普及状況や世界主要国との違いについて解説
4. クレジットカード決済の基本　
　 ・クレジットカードの良い点やカードを選ぶときのポイントを解説
　 ・リボ払いのしくみや、クレジットカードを利用する上での注意点を解説
5. 金融トラブルについて　
　 ・�フィッシング詐欺、オンラインカジノなど自分たちの身の回りで起こりうる金融トラブルに

ついて考える
　 ・�トラブルに巻き込まれないために気をつけるポイントや巻き込まれた場合にどうすれば良い

のかを解説
6. まとめ、質疑応答

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　　校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
クレジットカード、電子マネー、QR コード等、キャッシュレス決済に対応する場面が増え、財布を持ち歩かなくても不自由
なく生活ができる時代になりました。
将来、安心安全なキャッシュレスライフを過ごすために、本講義ではキャッシュレス決済のしくみや特徴をわかりやすくお伝
えしていきます。
プログラム紹介 WEB も合わせてご確認ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　平日開催（08:30 ～ 18:00）
でのご調整をお願いいたします。（時間外は要相談）　　　
クラス単位での開催をご希望される場合は、同一日程での
ご調整をお願いいたします。

必要経費
無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

資料の投影機器をご用意ください（パソコン、電子黒板 / プロジェクター、HDMI ケーブル等）
リモート、オンライン開催の場合は Zoom 端末での配信となります

連絡先

部署名・担当者 社会的価値創造推進部　平岡・河野
プログラム紹介 WEB https://www.smbc-card.com/brand/education/index.jsp

電話 03-6365-0652（平日 10:00 ～ 17:00）
e-mail shakakachi@smbc-card.com
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 体験型防災教育コンテンツ「ＨＩＲＡＱ（ヒラク）」
団体名 三井住友海上火災保険株式会社 区分  

対象者  中学生・高校生をメインの対象とするが、小
学生については教員判断のもと実施可。	 対 象

分 野   
授業の他、部活動等での実施も可。	
	

プログラムのねらい
体験型防災教育コンテンツ「ＨＩＲＡＱ（ヒラク）」は、実際に起こり得る「避難所生活」「緊急避難」「帰宅困難」の 3 つの被災シ
ナリオにおいて、避難した場所やそこに居合わせた人といった周辺情報やヒントを元に、どう対処するかを 4 〜 6 人で議論しなが
ら解決策を考えるコンテンツです。
たった一つの正解を探すのではなく、参加者が自由にアイデアを出し合うような仕組みで知識をアップデートし、自ら考えて行動
する力を養っていくことを重要視しています。
また被災シナリオの中で、お年寄りや外国人といった ” 他者への視点 ” への気づきを得ることで、自分が住んでいる地域の人々や、
その地域特有の問題を想像する機会となることを目指しています。

プログラムの内容

①導入（5 分）
　・体験型防災教育コンテンツ「ＨＩＲＡＱ（ヒラク）」の目的説明

②ディスカッション（全 3 問、25 ～ 30 分）
　・コンテンツの掲載に沿って、全 3 問につきグループ毎にディスカッションを実施

③ベストアイデアの共有（5 分）
　・ディスカッション全 3 問から導き出した各グループのベストアイデアを共有

④まとめ（5 分）
　・事後学習の観点や防災 Tips について説明

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（2025 年 3 月リリースのため、令和 5 ～ 6 年度実績なし）
令和 5 年度実績（都内）　0 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　0 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
三井住友海上火災保険株式会社は、お客さまの防災・減災教育や災害に強い社会づくりを後押しするとともに、保険本来の機
能である事故・災害時の補償にとどまらない、新たな価値を提供していきます。「ＨＩＲＡＱ（ヒラク）」以外にも、若年層を
メインターゲットとするコンテンツを多数ご用意しております。
詳細は、お問合せください。

対応可能
な時期

その他　本コンテンツは、特別な防災知識を持つファシ
リテーターがいなくても実施可能。 必要経費 無料　学校で導入する場合は無償で提供（場合によっては個

数制限がある可能性あり）。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

なし

連絡先

部署名・担当者 広報部・ＣＸアドクリエーションチーム（髙橋・中山・今井）
プログラム紹介 WEB なし

電話 03-3259-1192
e-mail
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 三菱自動車「体験授業プログラム」（SDGs 編）
団体名 三菱自動車工業株式会社 区分

対象者
対象学年：5 年生

対 象
分 野  

プログラムのねらい
本プログラムは三菱自動車の社会貢献活動の一つとして、当社社員が小学校を訪問して行う出張授業です。
人と環境にやさしいクルマづくりについて学ぶ講義、エコな部品についてのクイズ、電動車（電気自動車、プラグインハイブリッド車）
の同乗試乗体験や実車確認を通じて、小学 5 年生が社会科で学ぶ「自動車産業」への理解を深めていただくことを目的としています。

プログラムの内容

■プログラムの流れ
　①導入（５分）
　　スタッフ自己紹介、本日の流れの説明。
　②講義（40 分）
　　クルマと地球温暖化の関係や人と環境にやさしいクルマづくりについてクイズ形式で学ぶ。
　③エコ部品クイズ（20 分）
　　使わなくなったクルマの部品や身の周りにある物を使って、どんな自動車の部品が出来るかを推理するクイズ。
　④電動車の同乗試乗体験・実車確認（20 分）
　　校内で電動車の同乗試乗体験や特徴を学ぶ。
　　※③エコ部品クイズと④電動車の同乗試乗体験・実車確認は、2 班 / クラスに分かれて、交互に学習します。
　　※校内で試乗不可の場合、電動車からの給電体験を行います。
　⑤まとめ（５分）

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　□中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　5 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　7 校（回）

☑教科（社会科）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　２～４コマ

支援活動の概要紹介
三菱自動車は、当社の社会貢献活動方針に基づき、『地域社会 (Society)』『交通安全 (Traffic safety)』『環境 (Environment)』『人
(People)』」の分野で、多様化する社会の課題に応えるため、継続的な社会貢献活動に取り組んでいます。本プログラムは当社
の社会貢献活動の一環として実施しています。

対応可能
な時期

その他　10 月～ 12 月上旬の平日に実施
※上記以外の時期については応相談

必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

※今年度新規申込については応相談。
※台風による悪天候時など、状況により講師派遣を中止または実際可否を相談させていただく場合がございます。
※その他、当社では「リモート工場見学」を行っており、オンラインでも工場での実際のクルマづくりを学ぶことができます。
見学のご希望がございましたら以下 URL よりお申込みください（2025 年度実施期間：2025 年 6 月2日（月）～2026 年 3月31日（火）
の月～金曜日※三菱自動車の休業日を除く）。
お申込み、概要詳細は「三菱自動車　リモート工場見学」でご検索ください。

【三菱自動車 リモート工場見学 URL】https://www.mitsubishi-motors.com/jp/sustainability/society/contribution/factory/
remote.html　

連絡先

部署名・担当者 総務渉外部　地域・社会貢献推進室　関根
プログラム紹介 WEB https://www.mitsubishi-motors.com/jp/sustainability/society/contribution/program/eco.html

電話 ※毎年 6 ～ 8 月頃に港区教育委員会を通じてお申し込みを受け付けています。

e-mail handsonlessons.info@mitsubishi-motors.com　（体験授業プログラム専用メールアドレス）

▲給電体験の様子
　※試乗不可の場合に実施

▲試乗体験の様子▲講義の様子 ▲エコ部品クイズの様子
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プログ
ラム名 介護から豊かさを学ぶ
団体名 NPO 法人未来をつくる kaigo カフェ 区分

対象者
小学生４～６年、中学生・高校生は全学年対
象 対 象

分 野

主に学校の授業で活用できるプログラム。
その他分野も応相談

プログラムのねらい
地域での助け合いがますます必要となる中で、日頃から地域社会と接点をもつことや異なる価値観を理解することが求められてい
ます。立場の異なる様々な人とコミュニケーションが必要な介護は気づきの宝庫です。介護を切り口に「多様性の時代」を生き抜
くヒントを共に考える出張授業を行います。介護に関わる職や魅力、コミュニケーション、つながりを通じた「気づき」を紹介し、
多様な人たちが「豊かな人生」を送るためのヒントを考える授業です。

プログラムの内容

■プログラムの流れ

①導入（５分）
　自己紹介
　本日の流れの説明
　　
②講義（15 分）
　介護ってなんだろう？概念やこれまでの歴史、役割について等解説
　介護の仕事についたきっかけややりがいを紹介（講師 1 ～ 3 名）
　介護と多様性　共生社会の事例について紹介（20 分）

③個人ワークとグループワーク（30 分）
　※テーマ、時間配分等は、1 コマか 2 コマの場合かによって学校と相談して決めます。

④まとめ（15 分）
　発表とまとめ　

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　4 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　5 校（回）

□教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ or 2 コマ

支援活動の概要紹介
当法人では、子供たちが介護を身近に知ることで、自分に何ができるか？を見出すヒントを得てもらうことを目的としており、
主に小中高生を対象として、介護や多様性を伝える取組を行なっています。
上記のプログラム以外にも、認知症や介護ロボット、ヤングケアラー当事者にまつわるプログラム等様々ありますのでご相談
ください。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
可能であれば、交通費を希望。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プロジェクター・スクリーン

連絡先

部署名・担当者 代表　高瀬　比左子
プログラム紹介 WEB https://mirror.asahi.com/article/14540286

電話 090-3908-3892
e-mail info@kaigocafe.com
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プログ
ラム名 ヨーグルト教室　「ヨーグルトのひみつ」
団体名 株式会社 明治　関東支社 区分

対象者
小学生は 4 ～ 6 年が対象。3 年生の国語の授
業関連応相談 対 象

分 野

プログラムのねらい
①発酵食品は食品に混入した微生物の増殖によって偶然生まれたことを学ぶ。
② 発酵食品が古くから受け継がれてきた理由は「保存できる」「持ち運べる」「風味がよくなる」ことであり、「顕微鏡による微生物

の発見」以降に発酵食品が「ヒトの健康に役立つ」ことが注目されてきたことをヨーグルトの例や乳酸菌の理解する。
③自分が感じたり興味を持ったことを書きとめ調べ学習などにつなげる。

プログラムの内容

■プログラムの流れ
①自己紹介
②導入　（4 分）
　本授業のめあてを知る
　身近な食品にいくつもの発酵食品があることを知る
　発酵食品の起源を創造する

③発酵食品の 1 つであるヨーグルトがどのように生まれたかを知る（3 分）

④ < グループワーク > 先生と相談して実施を決めます（15 分）
　グループで考え発表する

⑤ < 考える > 先生と相談して実施可否を決めます（3 分）
　　
⑥発酵の良さ、解明された経緯について（5 分）

⑦まとめ　授業での感じたこと考えたことを書く。数名発表する。（10 分）

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　1 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　2 校（回）

☑教科（理科、家庭科、保健体育、国語）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　
□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　
□教員対象研修　　□ PTA 等保護者対象研修　　□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
株式会社 明治では「みるく教室」をはじめ、チョコレート、ヨーグルト等身近な食品をテーマで小中高等学校で出前授業を実
施しています。オンラインでの対応も可能です。上記のプログラム以外にも対象学年別に様々なプログラムがございますので、
詳しくはホームページ又はお電話でお問合せ下さい。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　
土日祝日年末年始除く。2 校時目以降～ 17 時までの間。 必要経費 無料

必要に応じてプリントの印刷をお願いしております

その他
会場・定員・必要備品
などについて

・参加人数 25 名以上でのお申し込みをお願いします。（学年合同受講は可）
・ パワーポイントのスライドを使用しますので、プロジェクター・スクリーン、大型モニター等の投影設備、PC

接続のための HDMI コードのご準備をお願いします。

連絡先

部署名・担当者 株式会社 明治　企画部　ダイレクトリレーション一課　食育担当
プログラム紹介 WEB https://www.meiji.co.jp/meiji-shokuiku/seminar/

電話 03-5677-6027
e-mail 申し込み・問い合わせ　https://www.meiji.co.jp/meiji-shokuiku/events/app/
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プログ
ラム名 探究ゼミ
団体名 一般社団法人ユースキャリア教育機構 区分   

対象者   全校種で実施可能
対 象
分 野   

プログラムのねらい
○生徒自身が自分で「気になること」「やりたいこと」を見つけること
○些細な興味ややりたいことから、自分なりのアクションが社会に対してできることに気付く
○ 0 → 1 がそこまで難しいものでないことに気付いて行動できる

プログラムの内容

【内容】
　自らの興味分野から実社会や実生活を見つめ、課題を設定。そして、その課題を自分なりに情報収集・分析をし、企業連携
やイベント開催、SNS 運用など様々な自分なりの方法を考えアクションを起こす PBL 型授業プログラム。独自教材・弊機構が
開発した独自ボードゲームを使いながら、考え方を学びながらインプットとアウトプットを並行して行っていく。

【流れ ( 目安 )】
《1 回目から 3 回目》

　まず、関係づくりとモチベーション形成を行う。
《4 回目から 5 回目》

　自らの興味分野を分析し、実社会や実生活を見つめ、課題設定を行う。
・自分の好きなことと嫌いなことを分析する（何でもよい）。
・�嫌いなことから、解決したい課題を見つけ、プロジェクトとしてやりたいこと (Will)、やれること (Can)、ニーズがあるかど

うか (Need) を分析して、テーマを設定する。
《6 回目以降》

　設定した課題の解決に向けて、各々施策の試行錯誤を行っていく。
《20 回目》

　最終発表でプレゼンを行う。
※授業回数含め、あくまで一例である。

【実施にあたっての条件および特徴】
　実施にあたっては、当社団所属の大学生を派遣し、毎回の授業設計から授業運営、生徒の進捗把握までを行う想定。内容に
大きく差が生まれるが、高校生少人数に対して担当大学生を 1 人プロジェクト開始から終了までつけて長期間手厚くフォロー
ができ、個別最適化を図れる点が本プログラムの強み。また派遣する大学生に関しては研修を実施しており、高いレベルのプ
ロジェクトにも対応可能。
　授業回数や内容、授業形態等は、各学校の事情を伺ったうえで、柔軟に対応可能。20 回の授業は通年実施の場合で想定し
ているが、例えば規模を縮小して 1 学期間のみで行う等の調整は柔軟に行う。

令和
5・6年度
実績

□小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 5 年度実績（都内）　5 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　6 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　20 コマ

支援活動の概要紹介
「U29 が楽しく自己実現できる環境をつくる」をコンセプトに，企業や行政と連携して様々な事業・イベントを展開。そのう

ちの教育事業として，都内を中心に探究学習のコーディネートや授業実践を行う。それ以外にも，キャリア教育やアントレプ
レナーシップ教育に関する講演や、デザインやプレゼンテーション等のスキルに関する講座を小学生から社会人まで幅広い層
に向けて実施している。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）

その他
会場・定員・必要備品
などについて

必要経費と併せて要相談

連絡先

部署名・担当者 教育事業部統括部長　久保寺康介
プログラム紹介 WEB https://district-of-education.jp/

電話 090-6765-2398
e-mail youth@oyce.co.jp
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令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム◦

プログ
ラム名 おしごとなりきり出前道場
団体名 夢★らくざプロジェクト（一般社団法人夢らくざプロジェクト） 区分

対象者  対 象
分 野   

プログラムのねらい
①体験をとおして世の中にある職業を知ることで、将来に対する自分の可能性を広げる
②世の中にあるさまざまな職業を分け隔てなく尊重する心を育む
③将来、仕事を選択する際の納得感や選んだ仕事への誇りや責任につなげる

プログラムの内容

おしごと体験プログラム
ファッション、ものづくり、デザインとアート、ビューティーと癒し、建築とインテリア、
食、マスコミ、エンターテインメント、ビジネス、旅行と運輸、公務員と法律、医療と福祉、
教育とサービス、スポーツ、日本の伝統（和しごと）と、さまざまなジャンルの約 50
種類の職業体験プログラムを用意しています。
実施するプログラムは、先生や児童・生徒のご要望にあわせて選択することができます。
■小学生 60 分・中学生 90 分
■プログラムの基本的な流れ
①おしごとの紹介（約 5 〜 10 分）　�仕事の概要、魅力、社会での役割など、仕事内容

の紹介
②おしごと体験（約 45 〜 65 分）　�ワークショップやロールプレイング、グループワー

クでおしごとを体験
③まとめ（約 7 〜 10 分）　おしごと体験の成果や感想をみんなの前で発表
④片付け（約 3 〜 5 分）　事前学習や体験で感じた疑問を質問して解決

夢★デザインワークショップ
夢を現実のものに！
将来、自分がなりたい夢をデザインし、その夢を実現させるための道筋を考えるワーク
ショップです。

・将来、自分がなりたい夢を考えてみよう！
・その夢が実現できるおしごとは何だろう？
・その夢を実現するためには、いつ（今、◯年後）、何をすればいいかな？
■ 60 〜 90 分

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　□高校　　　　□特別支援学校
☑その他（放課後子供教室）
令和 5 年度実績（都内）　19 校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　20 校（回）

□教科（　）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　1 〜 2 コマ

支援活動の概要紹介
当団体では、さまざまな職業のプロが子供たちに仕事の魅力を伝える職業体験プログラムを実施しています。
将来の夢を意識しはじめた子供たちに、仕事の魅力を同じ目線から伝え、気づきを与えることで、「将来の夢をデザインする」
＝「夢★デザイン」を応援しています。
東京都 こどもスマイルムーブメント大賞 最優秀賞、経済産業省 キャリア教育アワード 優秀賞 受賞

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能 必要経費 要相談（実費等）
コーディネート費・体験参加費・交通費

その他
会場・定員・必要備品
などについて

プログラムによっては、必要な設備・備品がございます。

連絡先

部署名・担当者 代表理事　髙田 亮
プログラム紹介 WEB https://www.yumerakuza.net

電話 03-3458-0462
e-mail info@yumerakuza.net
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◦令和 7 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 2026 年度「新聞検定」（読売新聞、読売 KODOMO 新聞）
団体名 読売新聞東京本社　新聞検定事務局 区分   （検定試験）

対象者   対 象
分 野   

プログラムのねらい
知識や記憶量だけを試すテストと異なり、実際に新聞を読みながら答える形式の検定です。
新聞や長い文章の読解力向上のきっかけになることを目指しています。

プログラムの内容

　新聞検定は①新聞から情報を正しく読み解く力②視野を広げてものを見る力③自分の考えを正しく伝える力――の、３つの
「力」の向上を目指して、2015 年に始まった検定試験です。知識や記憶量だけを試すテストと異なり、実際に読売新聞または

読売 KODOMO 新聞を読みながら答える形式の検定です（新聞検定 HP ＜ https://www.shimbun-kentei.com/ ＞）。

　無料で受検できるうえ、学校やクラス単位での「団体受検」も受け付けています。

　例年 10 月の第一土曜日に実施しており、2026 年度もそのころに実施の予定で準備を進めています（日程の正式発表は 4 月
末ごろ）。

　なお、検定は年に一回ですが、検定で腕試しをしたあとは、読売新聞のウェブサイト「読売新聞オンライン」で無料公開し
ている「ウィークリー学習シート」＜ https://www.yomiuri.co.jp/kodomo/sheet/ ＞で新聞を取り入れた学習を続けることが
できます（読売 KODOMO 新聞のみ）。

　2025 年 4 月に実施された「全国学力テスト」でも、中学国語の記述式問題の正答率が 25.6％に留まるという結果が出ています。
国語に限らず、「読解力」は全ての教科の基礎にもなります。2024 年度の同テストでも「新聞をよく読む子供が学力が高い傾
向にある」ことが明らかになっています。

　子供の学力向上に活かせる身近な教材「新聞」。それを読むきっかけになる検定試験をどうか、ご利用ください。

令和
5・6年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（団体情報欄参照）
令和 5 年度実績（都内）　　校（回）　　　　　　　令和 6 年度実績（都内）　　校（回）

☑教科（　）　　□道徳　　□総合的な学習の時間　　□特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

必要コマ数　1 コマ

支援活動の概要紹介
当部署ではほかに「防犯セミナー」も実施しており、多くの学校に好評をいただいています。

対応可能
な時期

その他　例年実績では 10 月第一土曜日に実施（正式発
表は 4 月末ごろ） 必要経費 無料

その他
会場・定員・必要備品
などについて

個人受検は新聞検定 HP に公開される会場から選んで受検できます。
団体受検は原則として学校の施設を使い、先生が試験監督を務めて在学生に受検してもらいます。

【参考】2024 年度受検者数：「読売 KODOMO 新聞検定」（小学生）14,034 人、「読売新聞検定」( 中学生以上）8,274 人
2023 年度受検者数：「読売 KODOMO 新聞検定」（小学生）13,892 人、「読売新聞検定」( 中学生以上）8,483 人

連絡先

部署名・担当者 新聞検定事務局（読売新聞東京本社　販売局　販売企画調査部内）
プログラム紹介 WEB https://www.shimbun-kentei.com/

電話 03-3216-8936
e-mail info@shimbun-kentei.com


